
九
世
紀
前
半
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
皇
帝
権
力

ー
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
政
権
を
支
え
た
人
々
一

小

林
．

功

九世紀前半ビザンツにおける皇帝権力（小林）

【
要
約
】
　
八
世
紀
末
か
ら
九
批
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
政
情
は
大
き
く
混
乱
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
相
次
ぐ
政
権
交
代
な
ど
に
よ

る
皇
帝
権
力
の
弱
体
化
と
そ
れ
と
対
照
を
な
す
高
宮
・
高
位
保
持
者
た
ち
の
政
治
的
影
響
力
拡
大
、
さ
ら
に
は
八
世
紀
に
は
安
定
し
て
い
た
地
方
と
中
央

の
関
係
の
動
揺
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
状
態
に
終
止
符
を
打
ち
、
帝
国
に
再
び
平
穏
を
も
た
ら
し
た
皇
帝
が
本
稿
で
集
中
的
に
分
析
を
行
っ
た
テ

惣
殉
額
ぽ
贈
蘇
轡
矯
離
講
鉱
獅
麺
鮮
麗
黙
黙
脇
加
編
膿
晒
蝋
姪
鶴
離
朝
蕩
鏡
講
雌
謙
∵

は
・
中
央
に
対
し
て
反
抗
を
繰
り
返
し
て
い
た
地
方
に
対
し
て
・
テ
オ
・
・
呈
は
ど
の
よ
」
・
な
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
・
と
い
う
点
で
い

あ
る
．
本
稿
で
の
分
析
に
よ
・
て
、
在
起
削
半
の
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
皇
帝
権
力
の
留
に
関
・
て
、
新
・
な
寛
が
得
ら
れ
・
、
」
・
、
だ
ろ
先
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罧
七
九
巻
五
号
死
九
六
年
九
月
　
へ

陶
　
は
　
じ
　
め
　
に

テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
（
在
位
八
二
九
一
八
四
二
年
半
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
歴
史
の
中
で
も
、
名
君
の
誉
れ
高
い
皇
帝
の
一
人
で
あ
る
。
確
か
に
テ
オ
フ

イ
ロ
ス
の
治
世
に
つ
い
て
の
年
代
記
等
の
記
述
を
見
る
と
、
彼
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
政
治
を
主
導
し
て
い
た
《
と
が
強
烈

に
イ
メ
ー
ジ
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
統
治
し
て
い
た
時
代
、
そ
し
て
彼
に
直
接
先
行
す
る
時
代
に
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
が
置
か
れ

て
い
た
歴
史
的
状
況
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
行
使
し
て
い
た
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
は
自
明
の
状
態
で
は
な
い
。
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第
一
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
皇
帝
と
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
と
の
関
係
で
あ
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
強
力
な
中
央
集
権
的
行
政
機

構
・
宮
僚
制
度
を
持
っ
て
い
た
。
行
政
機
構
の
各
要
職
に
あ
り
、
皇
帝
の
意
を
受
け
て
政
策
を
実
行
す
る
高
位
保
持
者
・
高
官
た
ち
が
い
な
け

れ
ば
、
皇
帝
も
自
ら
の
意
を
国
政
に
貫
徹
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
然
、
皇
帝
と
高
位
保
持
者
・
高
官
の
関
係
が
、
実
際
の
政
治
遂
行
に
お

け
る
皇
帝
の
発
言
力
や
主
導
権
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
特
に
陰
謀
や
ク
ー
デ
タ
ー
が
相
次
ぎ
、
皇
帝
権
力
が
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
態
と

な
っ
て
い
た
八
世
紀
末
以
降
、
高
官
た
ち
は
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
彼
ら
と
皇
帝
が
ど
の
よ
う
な
結
び
つ
き
を

形
成
し
て
い
た
か
が
、
皇
帝
権
力
の
動
向
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
ぬ
重
み
を
持
っ
て
い
る
。

　
中
央
と
地
方
と
の
関
係
も
看
過
で
き
な
い
。
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
相
次
い
だ
テ
マ
の
反
乱
は
レ
オ
ン
三
世
（
在
位
七
｝
七
－
七
四
｝

年
）
と
コ
ン
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
蓋
世
（
在
位
七
四
一
－
七
七
五
年
）
と
い
う
、
有
能
な
軍
人
皇
帝
の
時
代
に
抑
え
ら
れ
た
。
し
か
し
八
世
紀
末
以
降
、

中
央
と
地
方
と
の
関
係
は
急
速
に
不
安
定
に
な
っ
て
い
き
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
即
位
す
る
ま
で
の
約
半
世
紀
、
地
方
で
は
大
規
模
な
反
乱
が
相

次
い
だ
。
要
す
る
に
皇
帝
の
権
力
や
威
信
が
帝
国
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
に
は
皇
帝
権
力
は
急
速
に
立
ち
直
る
。
テ
ナ
フ
ィ
ロ
ス
は
国
政
の
遂
行
に
際
し
て
、
先
任
出
た
ち
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
。
ま
た
中
央
と
地
方
の
関
係
も
安
定
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
中
期
ビ
ザ
ソ
ツ
国
家

の
地
方
行
政
組
織
も
完
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
治
世
に
先
行
す
る
約
半
世
紀
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
中

央
と
地
方
と
の
関
係
の
安
定
化
と
、
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
へ
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
行
使
が
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
な
に
ゆ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

可
能
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
テ
オ
フ
ィ
泣
ス
の
「
公
正
さ
」
や
有
能
さ
に
そ
の
背
景
を
求
め
よ
う
と
す
る
従
来
の
説
明
は
不
十
分
で
、
明
ら

か
に
説
得
力
に
欠
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
、
八
世
紀
末
以
降
動
揺
し
て
い
た
皇
帝
権
力
と
、
中
央
と
地
方
の
関
係
が
な
に
ゆ
え
テ
オ
フ
ィ

ロ
ス
時
代
に
安
定
し
、
強
力
な
皇
帝
権
力
が
行
使
で
き
た
の
か
、
ま
た
皇
帝
を
支
え
て
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
を
持
っ
た
人
々
で

あ
っ
た
の
か
、
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
動
向
や
展
開
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
J
・
B
・
ビ
ュ
ア
リ
の
著
作
を
噛
矢
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九世紀前半ビザンツにおける皇帝権力（小林）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
し
て
、
J
・
β
ッ
サ
i
、
さ
ら
に
八
世
紀
宋
か
ら
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
「
復
活
」
を
主
題
と
す
る
W
・
T
・
ト
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
④

ド
ゴ
ー
ル
ド
の
考
察
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
概
説
的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
お
り
、
皇
帝
権
力
や
政
治
支
配
層
の
動
向

に
関
す
る
実
証
的
な
考
察
は
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
九
世
紀
前
半
に
関
し
て
は
、
利
用
で
き
る
資
料
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

用
で
き
る
記
述
資
料
と
し
て
は
八
＝
二
年
目
で
を
扱
っ
た
『
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
、
八
一
三
年
以
降
の
『
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
年
代
記
』
、
『
続

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
、
『
シ
ュ
丁
丁
ン
年
代
記
』
、
『
ゲ
ネ
シ
オ
ス
年
代
記
』
が
あ
る
。
し
か
し
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
、
『
シ
ュ
二
丁

ン
年
代
記
』
、
『
ゲ
ネ
シ
オ
ス
年
代
記
』
は
一
〇
世
紀
中
盤
以
降
の
成
立
で
あ
り
、
同
時
代
資
料
で
は
な
い
。
ま
た
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』

や
『
ゲ
ネ
シ
オ
ス
年
代
記
』
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
子
の
ミ
カ
エ
ル
三
世
（
在
位
八
四
ニ
ー
八
六
七
年
）
を
暗
殺
し
て
即
位
し
た
バ
シ
レ
イ
オ
ス
一
世

（
在
位
八
六
七
－
八
八
六
年
）
の
行
動
を
正
当
化
す
る
た
め
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
や
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
行
動
を
歪
曲
し
て
記
述
し
て
い
る
個
所
も
多
い
。

さ
ら
に
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
（
聖
像
画
破
壊
政
策
）
を
推
進
し
た
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
対
し
て
は
各
年
代
記
、
特
に
『
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
年
代
記
』
は
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

判
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
年
代
記
の
利
用
に
際
し
て
は
、
特
に
本
稿
で
扱
う
よ
う
な
問
題
に
関
し
て
は
、
慎
重
さ
が
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
年
代
記
の
ほ
か
に
利
用
で
き
る
資
料
は
ご
く
少
数
の
聖
人
伝
や
書
簡
類
、
若
干
の
考
古
学
的
資
料
し
か
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
利
用
で
き
る
資
料
や
先
行
研
究
は
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
り
、
本
稿
で
扱
う
よ
う
な
間
題
に
対
し
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
だ
が
近
年
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
研
究
手
法
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
可

能
な
か
ぎ
り
客
観
的
で
説
得
力
の
あ
る
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
だ
が
説
得
力
の
あ
る
考
察
を
行
う
た
め
に
は
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
の
み
の
分
析
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
即
位
前
の
政

治
的
混
乱
の
時
代
の
展
開
を
等
閑
視
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
い
。
特
に
重
要
な
の
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
直
接
先
行
す
る
皇
帝
で
あ
る
ミ
出
品

ル
ニ
世
（
在
位
八
二
〇
一
八
二
九
年
）
の
時
代
で
あ
る
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
は
宮
廷
ク
ー
デ
タ
ー
で
即
位
し
、
即
位
直
後
に
は
小
ア
ジ
ア
で
大
規
模
な

反
乱
が
勃
発
し
て
い
る
。
彼
の
治
世
は
政
治
的
困
難
や
苦
境
に
悩
ま
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
の
政

治
的
状
況
と
は
様
相
を
根
本
的
に
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
資
料
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
皇
帝
と
高
官
め
、
関
係
を
め
ぐ
る
ま
と
ま
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つ
た
研
究
は
き
わ
め
て
少
な
ぐ
へ
な
お
検
討
の
余
地
が
大
き
い
。
．
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
時
代
と
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
の
皇
帝
と
高
官
た
ち
の
関

係
や
、
申
央
と
地
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
比
較
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
世
紀
前
半
の
皇
帝
や
権
力
に
つ
い
て
新
た
な
視
野
が
開
け
て

く
る
点
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
っ
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
初
頭
、
そ
し
て
ミ
営
門
ル
ニ
世
時
代
ま
で
の
皇
帝
と

高
官
・
高
位
保
持
表
と
の
関
係
、
そ
し
て
中
央
と
地
方
の
関
係
を
検
討
す
る
ゆ
ご
う
し
た
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
、
こ
う
し
た
諸
関
係
が
テ
オ

フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
皇
帝
権
力
の
強
大
化
を
も
た
ら
b
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
之
う
し
た
分
析
を
通
じ
て
こ
そ
、

九
世
紀
前
半
期
に
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
皇
帝
権
力
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
と
っ
て
九
世
紀
前
半
期
と

は
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
の
か
に
関
し
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
同
時
に
、
筆
者
が
以
前
分
析
を
行
っ
た
九

　
　
　
　
　
　
　
⑫

．
世
紀
後
半
の
動
向
と
あ
わ
せ
て
、
九
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
社
会
や
政
治
構
造
の
一
端
を
壇
問
見
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。

①
9
セ
し
d
・
℃
弓
毫
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再
ミ
ミ
。
鳶
ミ
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馬
寒
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偽
§
肉
§
§
回
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嚇
愚
直
、
ミ
、
o
ミ

　
§
誉
、
、
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ミ
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＆
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o
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⑤
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⑧
　
『
シ
ュ
メ
オ
ン
年
代
記
』
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い
う
名
称
で
の
完
全
な
写
本
は
現
存
せ
ず
、
『
テ

　
オ
ド
シ
オ
ス
H
メ
リ
テ
ノ
ス
年
代
記
』
、
『
レ
オ
ン
“
グ
ラ
マ
テ
ィ
コ
ス
年
代
記
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前
で
現
存
し
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①
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①
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ミ
ミ
§
碗
ミ
書
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誘
審
§
§
起
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と
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⑫
・
拙
稿
「
ミ
カ
エ
ル
三
世
と
『
従
者
団
』
一
九
世
紀
中
盤
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
皇

帝
と
支
配
構
造
1
」
肉
史
林
瞼
七
八
－
二
、
一
九
九
五
年
、
三
八
－
七
四
頁
。

二
　
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
展
開

九世紀前半ビザンツにおける皇帝権力（小林）

　
本
章
で
は
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
初
頭
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
が
即
位
す
る
ま
で
の
、
皇
帝
と
高
官
た
ち
の
関
係
や
皇
帝
権
力
の
展
開
に
つ
い
て
、

簡
単
な
概
観
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
国
家
体
制
や
社
会
構
造
は
六
世
紀
後
半
以
降
、
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。
中
央
に
お
い

て
は
中
央
行
政
機
構
の
大
規
模
な
変
革
と
そ
れ
に
伴
う
皇
帝
へ
の
行
政
責
任
の
集
中
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
す
る
元
老
院
の
政
治
的
影
響
力
の
低

下
が
起
き
た
。
こ
う
し
た
変
革
は
効
率
的
な
行
政
を
進
め
る
必
要
の
あ
っ
た
当
時
の
情
勢
に
よ
く
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
皇
帝
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
責
任
の
集
中
は
、
皇
帝
権
力
の
強
大
化
を
促
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
八
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
、
恒
常
的
な
戦
争
状
態
に
対
応
し
て
国
家
機

構
の
軍
事
化
が
進
む
な
か
、
強
力
な
軍
事
力
を
背
景
と
す
る
軍
が
、
中
央
に
対
し
て
大
き
な
政
治
的
発
言
力
や
影
響
力
を
も
っ
て
お
り
、
皇
帝

を
頂
点
と
す
る
中
央
政
府
が
強
力
な
力
を
持
っ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
状
態
に
あ
っ
た
。

　
八
世
紀
の
諸
皇
帝
、
特
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
壇
は
地
方
の
軍
の
持
っ
て
い
た
政
治
的
影
響
力
を
削
減
し
、
中
央
の
影
響
力
を
地
方
に

浸
透
さ
せ
る
べ
く
多
く
の
努
力
を
傾
注
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
五
世
は
中
央
政
府
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
と
な
っ
て
い
た
テ
マ
・
オ
プ

シ
キ
オ
ン
を
分
割
し
て
、
そ
の
政
治
的
影
響
力
や
軍
事
的
脅
威
を
軽
減
さ
せ
た
。
ま
た
善
都
に
駐
屯
す
る
、
テ
マ
か
ら
は
独
立
し
た
軍
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

タ
グ
マ
タ
を
設
置
し
た
。
タ
グ
マ
タ
は
テ
マ
の
軍
（
テ
マ
タ
）
に
対
す
る
中
央
政
府
独
自
の
軍
事
力
と
い
う
意
味
を
も
持
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
改
革
は
地
方
に
対
す
る
中
央
政
府
の
政
治
的
優
位
を
強
化
す
る
の
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
中
央
行

政
機
構
の
中
枢
に
あ
る
人
女
一
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
の
政
治
的
影
響
力
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
年
代
記
や
印
章
な
ど
の
乏
し
い
資
料
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
彼
ら
は
恐
ら
く
一
貫
し
て
行
政
機
構
内
で
経
歴
を
重
ね
て
き
た
人
女
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
。
そ
し
て
官
位
の
上
昇
に
応
じ
て
、
爵
位
も
上
昇
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
官
位
と
爵
位
は
大
体
に
お
い
て
対
応
関
係
に
な
り
、
高
官
た
ち
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は
高
い
爵
位
を
も
同
時
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
中
央
に
い
る
高
位
保
持
者
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
高
官
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
行
政
機
構
内
で
経
歴
を
重
ね
る
間
に
皇
帝
の
知
遇
を
受
け
て
登
用
さ
れ
、
政
治
的
影
響
力
を
も
高
め
て
い
っ
た
人
々
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
の
政
治
的
影
響
力
の
源
泉
は
皇
帝
権
力
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
八
世
紀
の
問
に
、
地
方
に
対
す
る
中
央
の
優
位
が
確
立
し
て
中
央
行
政
機
構
の

力
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
は
次
第
に
政
治
的
影
響
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
。
彼
ら
は
八
世
紀
末
ま
で
に
社
会
的
な
ま
と

ま
り
を
形
成
し
て
い
き
、
何
代
も
連
続
し
て
高
官
職
に
つ
く
家
系
が
出
現
す
る
。
八
世
紀
末
頃
か
ら
家
門
名
を
も
つ
高
宮
た
ち
が
出
現
す
る
こ

と
は
、
そ
う
し
た
傾
向
の
証
左
で
あ
る
。

　
た
だ
し
彼
ら
は
皇
帝
権
力
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
彼
ら
の
政
治
的
影
響
力
の
基
盤
は
皇
帝
か
ら
授
与
さ
れ
た
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

位
や
爵
位
で
あ
り
、
経
済
的
基
盤
も
国
家
か
ら
の
年
俸
や
皇
帝
か
ら
の
贈
与
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
彼
ら
が
皇
帝
を
頂
点
と
す
る
中
央
行

政
機
構
に
依
存
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
皇
帝
権
力
か
ら
完
全
に
独
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
コ
ン
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
五
世
代
没
し
た
七
七
五
年
以
降
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
情
は
次
第
に
不
安
定
に
な
っ
て
い
く
。
高
官
や
高
位
保
持
者

た
ち
の
政
治
的
早
出
力
は
、
こ
の
動
揺
期
に
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
九
世
紀
初
頭
の
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
（
在
位
八
〇
二
一
八
＝
年
）
と
ミ

カ
エ
ル
ー
世
ラ
ソ
ガ
ベ
（
在
位
八
一
一
一
八
一
三
年
）
の
即
位
は
、
中
央
の
高
官
た
ち
が
主
導
す
る
宮
廷
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
れ
は
、
九
世
紀
初
頭
ま
で
に
中
央
の
高
官
た
ち
の
政
治
的
影
響
力
が
、
帝
位
を
左
右
す
る
ま
で
に
強
大
化
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
の
即
位
に
反
対
し
、
小
ア
ジ
ア
の
大
半
の
テ
マ
の
軍
事
力
を
糾
合
し
て
起
こ
さ
れ
た
バ
ル
ダ
ネ
ス
閥
ト
ゥ
ル
コ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

反
乱
（
八
9
ご
年
）
が
あ
え
な
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
、
地
方
に
対
す
る
中
央
の
優
位
の
確
立
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　
テ
マ
・
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
か
ら
ミ
カ
エ
ル
ー
世
に
替
わ
っ
て
帝
位
に
つ
い
た
レ
オ
ン
五
世
（
在
位
八
；
丁
八
二
〇
年
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
グ
マ
タ
長
・
冨
の
一
入

前
政
権
を
支
え
て
い
た
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
ス
・
ト
ー
ン
・
ス
コ
ロ
ー
ン
の
ス
テ
フ
ァ
ノ
ス
と
、
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
の
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
を
政
権
の

　
　
　
　
　
⑧

中
枢
か
ら
外
す
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
以
外
に
、
レ
オ
ン
五
型
の
即
位
に
伴
っ
て
地
位
を
失
っ
た
入
物
は
資
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
資
料

が
少
な
い
た
め
に
確
言
は
で
き
な
い
も
の
の
、
レ
オ
ン
五
世
の
即
位
に
際
し
て
大
き
な
メ
ン
バ
ー
の
変
化
が
起
き
た
こ
と
は
看
取
で
き
な
い
。
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九世紀前半ビザンツにおける皇帝権力（小林）

恐
ら
く
レ
オ
ン
五
世
は
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
の
政
治
的
影
響
力
に
阻
ま
れ
て
、
彼
独
自
の
政
局
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
。

彼
が
八
一
五
年
に
再
開
し
た
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
に
対
し
て
、
多
く
の
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
が
反
対
の
態
度
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
、
イ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ン
崇
拝
派
の
修
道
士
テ
オ
ド
ロ
ス
皿
ス
ト
ゥ
デ
ィ
テ
ス
の
書
簡
や
伝
記
か
ら
う
か
が
え
る
。
レ
オ
ン
五
世
の
支
持
基
盤
は
き
わ
め
て
脆
弱
だ
っ

た
。　

レ
オ
ン
五
世
と
高
位
保
持
者
・
高
官
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
：
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
レ
オ
ン
五
世

が
自
ら
の
信
任
す
る
聖
職
者
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
ー
グ
ラ
マ
テ
ィ
コ
ス
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
大
主
教
に
任
じ
よ
う
と
し
た
際
、
彼

の
若
さ
と
「
生
ま
れ
の
高
貴
さ
」
の
点
で
「
バ
ト
リ
キ
オ
ス
た
ち
」
が
彼
の
任
命
に
激
し
く
抵
抗
し
た
た
め
、
任
命
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

　
　
　
　
⑩

つ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
高
位
保
持
者
・
高
官
た
ち
の
も
つ
影
響
力
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
同
時
に
、
彼
ら
が
一
致
し
た
行
動
を
起

こ
し
う
る
社
会
的
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
も
確
認
で
き
る
。

．
以
上
要
す
る
に
、
九
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
、
地
方
に
対
す
る
中
央
の
優
位
が
次
第
に
確
立
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
中
央
行
政

機
構
の
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
が
徐
々
に
政
治
的
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
き
、
九
世
紀
初
頭
に
は
そ
の
力
は
も
は
や
無
視
で
き
ぬ
も
の
に
ま

で
成
長
し
て
い
た
。
特
に
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
の
よ
う
に
、
政
情
が
不
安
定
で
皇
帝
が
頻
繁
に
交
替
し
た
時
期
に
は
、

高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
の
政
治
的
影
響
力
は
政
権
の
帰
趨
を
左
右
す
る
ま
で
に
拡
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
い
閏
●
国
巴
ユ
0
7
多
言
ミ
ミ
リ
蕊
焼
扇
こ
ぎ
恥
ミ
§
ミ
聴
壽
畑
ま
壱
こ
ぎ
騎
§
魯
憶
ミ
寧

　
畿
§
ミ
a
“
ミ
、
ミ
馬
、
0
9
日
σ
二
伽
σ
q
ρ
一
〇
¢
O
（
以
下
、
し
d
冤
N
碧
二
β
ヨ
と
略
∀
℃
℃
．

　
一
刈
ω
I
b
二
〇
8
Q
◎
刈
①
1
心
O
b
a
．

②
　
旨
・
，
出
p
置
0
7
ミ
軸
§
ミ
謹
等
ミ
馬
ミ
篤
§
負
眺
単
解
§
§
誉
馬
下
ミ
帖
ミ
㌧
N
蕊
挙

　
燃
ミ
帖
§
ミ
b
§
織
吻
ミ
簿
、
恥
ミ
⇔
生
魚
き
鴨
e
鴇
ミ
§
袋
噛
ミ
寒
偽
ミ
ミ
3
p
㎞
。
。
阜

　
b
o
9
切
。
募
、
ぢ
。
。
海
（
以
下
、
誠
巴
α
象
と
略
Y
℃
℃
・
鱒
8
凸
ω
9

③
　
た
だ
し
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
爵
位
が
低
い
の
に
高
い
官
位

　
を
も
っ
て
い
る
人
物
の
例
も
君
取
で
き
る
。
即
≦
ぎ
搾
Φ
一
8
p
昌
詳
ミ
N
§
畿
9
駐
き
恥

　
沁
ミ
嘩
ミ
ミ
鼠
ミ
恥
這
隷
感
ミ
ミ
画
ミ
鈎
§
ミ
b
●
緊
ミ
き
§
ミ
ミ
⇒
隷
ミ
ミ
§
ミ
ミ

　
ぼ
噛
ミ
ミ
§
苫
田
ミ
ミ
寧
胆
ぎ
讐
ミ
§
歯
切
。
吋
ロ
嵩
”
一
㊤
Q
。
即
ω
．
島
ふ
一
．

④
じ
⇔
属
雪
江
β
3
℃
や
峯
O
山
お
幽

⑤
　
八
～
九
世
紀
の
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
の
経
済
的
基
盤
に
関
し
て
は
資
料
が

　
き
わ
め
て
断
片
的
で
、
包
括
的
な
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
し
あ
た
っ

　
て
は
を
貯
一
（
鉱
目
§
P
o
Q
・
卜
5
？
。
。
b
。
・
参
照
。

⑥
↓
7
。
o
讐
こ
℃
や
劇
壇
ム
遷
、
偽
り
甲
お
ω
L
。
h
曾
中
谷
功
治
「
八
世
紀
後
半
の
ビ
ザ

　
ン
ツ
帝
国
i
エ
イ
レ
ー
ネ
i
政
権
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
『
西
洋
史
学
』
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一
七
四
、
　
一
九
九
四
年
、
　
三
六
一
五
㎝
二
百
ハ
。
　
．

⑦
月
冨
0
9
・
ミ
①
ム
。
。
P

⑧
8
器
a
σ
q
o
昼
や
お
Q
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●
r

⑨
H
．
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8
①
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8
陣
．
・
♂
ぎ
ω
昏
興
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＝
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ω
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簿
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．
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〉
繊
p
酔
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o
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．
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o
o
p
ユ
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．
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h
ρ
㌶
碧
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o
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O
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（
＆
ω
．
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恥
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ミ
ミ
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〉
置
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q
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Φ
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．
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ド
ロ
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ス
ト

　
ゥ
デ
ィ
テ
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書
一
欄
は
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霞
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ω
（
o
島
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躊
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帖
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孕
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ｭ
9
ω
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曾
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♂
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㊤
O
ド
．
伝
記
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ミ
ミ
§
巴
翫
ミ
馬
も
つ
貯
ミ
ミ
♪
貯
”
℃
O
り
P

　
一
㊤
O
G
o
噛
ρ
＝
ω
1
魅
◎
Q
陰

⑩
句
ミ
鴬
§
、
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｝
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旨
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三
　
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
政
権

　
本
章
で
は
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
時
代
の
皇
帝
と
皇
帝
権
力
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
．
ミ
至
剛
ル
ニ
世
や
そ
の
治
世
に
つ
い
て
は
ハ

考
慮
す
べ
き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
彼
の
経
歴
や
社
会
的
背
景
を
出
’
5
察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
要
素
は
ミ
カ
エ
ル
ニ
・

世
と
高
宮
た
ち
と
の
関
係
に
も
大
き
く
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
時
代
に
は
延
べ
三
年
に
及
ぶ
大
反
乱
、
い
わ
ゆ
る
ス

ラ
ヴ
人
ト
マ
ス
の
乱
（
八
二
一
一
八
二
四
年
）
が
お
き
て
い
る
。
こ
の
反
乱
の
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
ミ
カ
エ

ル
ニ
世
の
時
代
以
降
、
r
シ
チ
リ
ア
島
や
ク
レ
タ
島
が
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
攻
略
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
対
外
情
勢
の
変
化
の
影
響
に
つ
い
て

も
、
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ミ
カ
エ
ル
は
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
な
る
人
物
の
子
と
し
て
、
七
七
〇
年
頃
に
小
ア
ジ
ア
中
央
部
の
都
市
ア
モ
リ
オ
ソ
で
生
ま
れ
た
。
『
続
テ
オ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ア
ネ
ス
年
代
記
』
な
ど
で
は
、
ミ
カ
エ
ル
は
若
い
頃
貧
窮
に
あ
え
い
で
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
記
述
は
儒
愚
性
に
乏
し
い
。
と
い
う

の
も
彼
は
青
年
期
以
降
一
貫
し
て
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
幹
部
と
し
て
経
歴
を
重
ね
て
お
り
、
ア
ナ
ト
リ
コ
ソ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
の
娘
と
結
婚
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
J
・
F
・
ハ
ル
ド
ン
に
よ
る
と
、
八
世
紀
後
半
に
は
テ
マ
の
将
校
に
な
れ
る
の
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
比

較
的
高
い
社
会
的
地
位
に
あ
っ
た
人
寂
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
下
賎
な
階
層
の
人
問
が
将
校
に
な
れ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
く
な
っ
て

い
た
。
例
え
ば
元
来
貧
民
で
あ
る
ヨ
ア
ソ
ニ
キ
オ
ス
と
い
う
人
物
は
、
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
兵
士
を
務
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
進
す
る
ζ
と
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⑤

は
な
か
っ
た
。
反
対
に
テ
マ
の
将
校
の
円
族
だ
っ
た
人
物
が
急
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
昇
進
し
て
い
く
例
は
、
か
な
り
多
く
弓
取
で
き
る
。
ま
た
『
続

テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
に
も
、
ミ
カ
エ
ル
が
ア
ナ
ト
リ
ュ
ソ
の

軍
に
入
隊
し
た
際
に
は
既
に
ミ
カ
エ
ル
の
一
族
の
者
が
ス
ト
ラ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

…
ゴ
ス
の
幕
僚
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
記
述
が
下
る
。
ミ
カ
エ

ル
ぽ
全
ぐ
困
窮
し
た
一
族
の
出
身
で
は
な
く
、
比
較
的
高
い
社
会

的
背
景
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ト
レ
ヅ
ド
ゴ
ー
ル
ド
も
、
ミ
カ
エ
ル
の
父
は
あ
る
程
度
の
財
産
を

持
っ
て
い
た
軍
の
幹
部
で
あ
っ
た
と
論
じ
、
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

年
代
記
』
の
記
述
は
強
調
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
断
じ
て
い
る
。

　
ミ
カ
エ
ル
は
レ
オ
ゾ
三
世
と
は
古
く
か
ら
の
友
人
で
あ
っ
た
。

レ
オ
ン
が
ア
ナ
ト
リ
コ
ソ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
な
る
と
そ
の
側

近
と
な
り
、
レ
オ
ン
の
即
位
の
際
に
も
た
め
ら
う
レ
オ
ン
に
即
位

　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
’

を
迫
っ
て
い
る
。
・
そ
し
て
レ
オ
ン
五
世
の
即
位
に
よ
っ
て
、
、
ド
メ

タ
グ
マ
タ
艮
」
官
の
一
人

ス
テ
ィ
コ
ス
・
ト
ー
ン
・
エ
ク
ス
ク
ビ
ト
ー
ソ
に
任
命
さ
れ
た
。

　
し
が
し
ミ
ガ
エ
ル
は
次
回
忙
レ
オ
ン
と
対
立
・
し
て
い
く
。
『
シ

ェ
メ
オ
ン
年
代
記
』
や
『
続
テ
オ
フ
一
、
ネ
ス
年
代
記
』
、
『
ゲ
ネ
シ

オ
ス
年
代
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
実
力
・
エ
ル
は
皇
帝
に
対
す
る
反
’

感
を
公
言
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
レ
オ
ン
五
世
に
よ
っ
て
八
二
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○
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
に
と
ら
え
ら
れ
、
投
獄
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
ミ
カ
エ
ル
は
獄
中
か
ら
自
ら
の
支
持
者
に
指
示
を
与
え
、

そ
の
翌
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
早
朝
ミ
サ
の
た
め
に
宮
廷
内
の
教
会
を
訪
れ
た
レ
オ
ン
五
壇
を
ミ
カ
エ
ル
の
支
持
者
た
ち
が
襲
撃
し
、
暗
殺
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
し
て
ミ
カ
エ
ル
が
皇
帝
に
即
位
す
る
の
で
あ
る
。

　
レ
オ
ン
五
世
暗
殺
に
関
与
し
た
人
々
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
『
シ
ュ
メ
オ
ン
年
代
記
』
や
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
中
の
寛
官

に
よ
る
と
、
寛
宮
の
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
お
よ
び
ミ
カ
エ
ル
の
一
族
の
パ
ピ
ア
ス
が
、
獄
中
に
あ
っ
た
ミ
カ
エ
ル
と
支
持
者
た
ち
と
の
問
の
連

絡
を
担
当
し
た
。
ま
た
実
際
に
レ
オ
ン
五
濁
を
暗
殺
し
た
人
女
と
し
て
ク
ラ
ン
ボ
ニ
テ
ス
な
る
者
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ン
ボ
ニ
テ

ス
ら
、
暗
殺
の
実
行
部
隊
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
地
位
に
あ
っ
た
人
女
で
あ
る
か
は
、
レ
オ
ン
五
世
暗
殺
を
伝
え
る
資
料
か
ら
は
明
確
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
資
料
の
他
の
部
分
か
ら
、
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
シ
ュ
メ
オ
ソ
年
代
記
』
な
ど
に
よ
る
と
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
が
没
し
て
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
即
位
す
る
と
す
ぐ
に
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
レ
オ
ン

五
世
の
暗
殺
を
実
行
し
た
人
六
の
処
遇
に
つ
い
て
元
老
院
に
諮
問
し
た
。
そ
し
て
元
老
院
が
彼
ら
の
処
刑
を
決
定
し
た
た
め
、
彼
ら
は
ヒ
ッ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ド
ロ
ー
ム
で
処
刑
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
七
世
紀
の
混
乱
の
結
果
、
古
代
末
期
ま
で
存
在
し
て
い
た
元
老
院
貴
族
層
が
崩
壊
し
、
元
老
院
は
中
央
の
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
に
よ
っ

て
組
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
レ
オ
ン
五
世
の
暗
殺
者
た
ち
の
処
遇
に
つ
い
て
元
老
院
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
レ
オ

ン
五
世
の
暗
殺
者
た
ち
の
中
に
高
官
や
高
位
保
持
老
た
ち
、
あ
る
い
は
そ
の
一
族
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
レ
オ
ン
五
世
が
ミ

カ
エ
ル
の
言
動
に
警
戒
心
を
抱
き
、
ミ
カ
エ
ル
を
処
刑
す
べ
く
捕
ら
え
た
の
も
、
レ
オ
ン
五
世
と
対
立
し
て
い
た
の
が
ミ
カ
エ
ル
単
独
で
は
な

く
、
ミ
カ
エ
ル
を
支
持
す
る
人
々
が
政
府
中
枢
に
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
力
が
無
視
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
要
す
る
に
、
ミ
カ
エ
ル
野
卑
は
レ
オ
ン
累
世
の
治
世
か
ら
中
央
政
府
の
高
位
保
持
者
・
高
官
た
ち
の
中
に
か
な
り
の
支
持
老
を
持
っ
て

い
た
。
そ
し
て
ミ
カ
エ
ル
の
勢
力
が
拡
大
し
て
い
く
の
を
恐
れ
た
レ
オ
ン
五
心
と
の
対
立
の
結
果
、
ミ
カ
エ
ル
の
支
持
者
が
レ
オ
ン
五
世
を
暗

殺
し
、
ミ
カ
エ
ル
を
即
位
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
レ
オ
ン
五
世
の
暗
殺
と
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
即
位
は
中
央
政
府
内
で
の
対
立
に
起
因
す
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　　　　　　　　　　　　　表　9世紀前半における官位・爵位の序列

①官位

　エパルコス

　サケラリオス

　ロゴテテース曾トゥー’ゲ＝クー

　クアイストル

　ロゴテテース・トゥー・ストラティオティクー

　ロゴテテース・トゥー・ドゥロムー

　ロゴテテース・トーン・アゲローン

　カルトゥラリオス・トゥー・サケリウー

　カルトゥラリナス・トゥー・ベスティアリウー

　オルファノトロボス

　エピ・トゥー・カニクレイウー

　プPトストラトル

　ブロトアセクレティス

　ェピ・トゥー・エイディクー

首都長官

総務長官

税務長官

司法長官

軍隊財務長官

通信・外務長官

皇帝領管理長官

財務長官

貨幣鋳造・輻重長官

孤児院管理長官

皇帝のインク壷管理長官

皇帝乗馬時の随身

尚書長官

貯蔵物資管理長官

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下省略）

　　　☆文官のみを掲示。テマやタグマの長官，寅官の役職は省略した。

　　　☆プロトスバタリtス以上の爵位を持った人物が就任することの多い役職を示した。ただ

　　　　し爵位と官位の間に，明確な対応関係が必ずしもあるわけではない。

②爵位

　1．カイサル

　2．ノベリッシモス

　3．クロパラテス

　4．ゾステ・バトリキア（女性の爵位）

　5．マギストロス

　6．アンテユパトス（テナフィロス時代に新設）

　7，バトリキオス

　8．プロトスパタリオス

　9．スパタPカンディダトス

　10．アィシュパトス

　11。スパタリオス

　12．ヒュパトス

　13．ストラトル

　14．カソディダトス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下省略）

　　　☆9世紀前半には爵位の序列は（特に中位以下は）なお流動的であった。

　　　☆プロトスパタリオス以上が元老院議員に相当する爵位。
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る
、
：
一
－
種
の
宮
廷
ク
ー
．
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
・

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
通
常
で
は
な
い
政
権
交
代
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
央
政
府
内
で
大
規
模
な
人
員
・
役
職
の
移
動

が
お
き
て
い
た
こ
ど
は
君
取
で
き
な
い
。
レ
オ
ン
五
世
の
暗
殺
に
際
重
て
そ
の
地
位
を
失
っ
た
人
物
と
し
て
は
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
即
位
を
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

然
と
批
判
し
た
レ
オ
ン
の
甥
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
㌦
フ
テ
ロ
ト
ス
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
テ
オ
ク
、
テ
ィ
ス
ト
ス
ー
ー
ゾ
リ
ュ
エ
ソ
ニ
オ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
う
に
、
レ
オ
ン
五
世
の
一
族
で
す
ら
そ
の
後
も
高
い
地
位
を
享
受
し
て
跨
る
者
が
い
る
。
資
料
が
少
な
い
た
め
、
大
規
模
な
人
員
の
移
動
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
確
言
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
前
章
で
示
唆
し
た
よ
う
に

レ
オ
ン
五
薬
は
す
で
に
高
官
．
高
位
保
持
者
た
ち
の
大
半
の
支
持
を
失
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
ト
マ
ス
の
反
乱
の
影
響
も
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
小
ア
ジ
ア
の
大
半
の
兵
力
と
海
軍
力
を
も
っ
て
首
都
や
ト
ラ
キ
ア
に
攻
撃
を
行
っ
て
き
た
ト
マ
ス
に
対
抗
す
る
た
め
、
高
官
や

高
位
保
持
者
た
ち
と
の
融
和
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
時
期
、
中
央
の
高
宮
や
高
位
保
持
者
た
ち
の
構
成
が
安
定
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ー

ル
ド
も
紹
介
し
て
い
る
以
下
の
二
例
は
そ
れ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
一
人
目
は
ヨ
ハ
ネ
ス
u
ヘ
ク
サ
ブ
リ
オ
ス
な
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
元

来
ミ
カ
エ
ル
ー
世
時
代
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
城
壁
防
衛
長
官
を
務
め
、
皇
帝
に
レ
オ
ン
の
反
抗
を
予
想
・
警
告
し
て
い
た
人
物
で

あ
る
が
、
レ
オ
ン
五
百
時
代
に
は
レ
オ
ン
五
世
の
側
近
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ミ
カ
エ
ル
を
内
偵
し
て
皇
帝
に
報
告
し
、
ミ
カ
エ
ル
を
逮
捕
・

投
獄
し
た
。
し
か
し
彼
は
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
時
代
に
も
そ
の
地
位
を
失
う
こ
と
な
く
、
ト
マ
ス
の
乱
後
処
理
で
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
総
務
　
長
　
官

一一

癘
ﾚ
と
し
て
は
サ
ケ
ラ
リ
オ
ス
を
務
め
て
い
た
レ
オ
ン
と
い
う
人
物
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
は
八
〇
二
年
の
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
一
世
の
ク
ー
デ
タ

ー
の
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
イ
コ
ン
崇
拝
者
で
あ
っ
た
が
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ト
の
レ
オ
ン
五
世
・
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
・
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
治

世
を
通
じ
て
そ
の
地
位
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
こ
の
時
期
の
高
富
・
高
位
保
持
者
た
ち
が
頻
繁
な
政
権
交
代
や
政
策
の
変

換
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
定
し
た
構
成
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
こ
れ
は
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
が
安
定
し
た
集
団
と
し
て

の
ま
と
ま
り
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
九
世
紀
初
頭
の
皇
帝
は
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
の
行
動
や
対
応
を
全
く
無
視
し
て
、
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⑱

政
権
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
に
よ
る
と
、
ミ
歴
覧
ル
ニ
世
は
最
初
の
妃
を
な
く
し
た
後
、
し
ば
ら
く
独
身
を
通
し
て
い
た
が
、
一
7
5
老
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

か
な
り
強
硬
な
勧
告
に
よ
っ
て
、
再
婚
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
時
代
に
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
が
、

皇
帝
に
対
し
て
強
硬
な
意
見
を
主
張
で
き
る
ほ
ど
大
き
な
発
言
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
先
に
あ
げ
た
レ
オ
ン
五
畿
と

「
バ
ト
リ
キ
オ
ス
た
ち
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
逸
話
と
と
も
に
、
皇
帝
の
政
治
的
発
言
力
が
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
。　

次
に
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
治
世
後
半
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
八
二
四
年
、
ト
マ
ス
は
ト
ラ
キ
ア
で
降
伏
し
、
三
年
に
及
ぶ
大
反
乱
は
よ
う
や
く
終
結
し
た
。
ト
マ
ス
は
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
を
始
め
と
す
る
小

ア
ジ
ア
の
テ
マ
の
陸
軍
力
の
多
く
や
、
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
な
ど
の
海
軍
力
を
も
結
集
し
て
ロ
ン
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
攻
略
を
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
た
。
そ
れ
ゆ
え
反
乱
終
息
後
は
テ
マ
の
指
導
層
の
再
編
が
不
可
欠
と
な
っ
た
。

　
ま
た
八
二
六
年
以
降
、
シ
チ
リ
ア
島
や
ク
レ
タ
島
に
ム
ス
リ
ム
勢
力
が
侵
入
を
開
始
し
た
。
特
に
ク
レ
タ
島
の
失
陥
は
帝
国
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
ク
レ
タ
島
が
ム
ス
リ
ム
の
手
に
落
ち
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ー
ゲ
海
の
諸
島
の
み
な
ら
ず
小
ア
ジ
ア
や
パ
ル
カ
ソ
半
島
の
沿
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

地
域
が
ム
ス
リ
ム
の
度
重
な
る
攻
撃
を
受
け
、
大
き
な
被
害
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世

は
信
頼
で
き
る
有
能
な
人
物
に
テ
マ
を
委
ね
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

　
小
ア
ジ
ア
の
陸
海
軍
に
対
す
る
ミ
カ
エ
ル
済
世
の
施
策
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
例
と
し
て
、
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ス
ト

ラ
テ
ー
ゴ
ス
任
命
の
経
過
を
あ
げ
た
い
。
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
は
ト
マ
ス
の
海
軍
力
の
中
核
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
テ
マ
・

キ
ェ
ビ
ラ
イ
心
計
イ
は
ク
レ
タ
島
の
対
岸
に
位
置
し
、
対
ム
ス
リ
ム
の
最
前
線
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
に
と
っ
て
は
最
も
注

意
を
傾
倒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
マ
で
あ
っ
た
。

　
ト
マ
ス
の
乱
が
終
息
し
た
時
に
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
を
統
括
七
て
い
た
の
は
、
ト
マ
ス
の
乱
の
際
に
一
貫
し
て
ミ
山
嵐
ル
ニ
世
側
に
立
っ
て

127　’　（777）



　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
代
行

行
動
し
て
い
た
エ
ク
・
プ
ロ
ソ
プ
ー
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ー
エ
キ
モ
ス
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
彼
は
ク
レ
タ
島
へ
の
ム
ス
リ
ム
侵
入
が
始
ま
っ
た
時
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
を
務
め
て
い
た
が
、
突
然
修
道
生
活
に
入
る
。
そ
の
後
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス

と
な
っ
た
の
は
フ
ォ
テ
イ
ノ
ス
な
る
人
物
で
あ
る
。

　
フ
ォ
テ
イ
ノ
ス
は
年
代
記
作
者
テ
オ
フ
一
，
ネ
ス
の
一
族
で
あ
る
。
こ
の
一
族
に
は
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
の
父
や
一
〇
世
紀
初
頭
の
ヒ
メ
リ
オ
ス
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ど
、
海
将
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
が
多
い
。
フ
ォ
テ
イ
ノ
ス
も
恐
ら
く
海
軍
を
中
心
に
経
歴
を
重
ね
た
軍
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
フ
ォ
テ
イ

ノ
ス
は
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
に
よ
る
と
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
信
頼
の
厚
い
将
軍
で
あ
り
、
ト
マ
ス
の
乱
後
に
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ

テ
ー
ゴ
ス
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
フ
ォ
テ
イ
ノ
ス
は
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
任
命
さ
れ
る
と
ク
レ
タ
島
を
奪
回
す
べ
く
ム

ス
リ
ム
に
対
し
て
出
撃
し
た
が
敗
北
す
る
。
し
か
し
彼
は
そ
の
後
、
ム
ス
リ
ム
勢
力
の
攻
撃
に
同
じ
く
さ
ら
さ
れ
て
い
た
テ
マ
・
シ
チ
リ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
転
任
し
て
、
ム
ス
リ
ム
と
戦
い
続
け
て
い
る
。

　
フ
ォ
テ
イ
ノ
ス
の
後
に
キ
ビ
ュ
ラ
イ
高
州
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
ク
ラ
テ
p
ス
で
あ
る
。
彼
は
恐
ら
く
レ
オ
ン
五
世

時
代
に
、
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
を
務
め
て
い
た
。
ク
ラ
テ
ロ
ス
は
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
任
命
さ
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ク
レ
タ
に
対
し
て
出
撃
し
た
が
、
ム
ス
リ
ム
に
敗
れ
て
戦
死
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
対
ク
レ
タ
艦
隊
の
指
揮
を
行
っ
た
の
は
オ
オ
リ
ュ
フ
ァ
ス
な
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
に
は
「
軍
隊
経

験
の
あ
る
人
物
」
と
あ
り
、
軍
隊
で
経
歴
を
重
ね
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
が
指
揮
し
て
い
た
艦
隊
は
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ

タ
イ
の
艦
隊
で
は
な
く
、
新
た
に
組
織
さ
れ
た
艦
隊
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
皇
帝
の
信
任
を
受
け
て
重
大
な
任
務
を
委
ね

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
れ
た
将
軍
で
あ
る
。
但
し
彼
が
艦
隊
を
指
揮
し
て
い
た
の
は
、
ビ
ザ
ソ
ツ
の
年
代
記
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
ミ
カ
エ
ル
夕
風
治
世
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

E
・
マ
ラ
ム
ー
ト
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
治
世
の
最
初
期
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
彼
は
部
分
的
な
成
功
を
収
め
る
も
の

の
、
ク
レ
タ
島
を
奪
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
小
ア
ジ
ア
の
陸
の
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
任
命
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
は
情
報
が
少
な
い
。
最
大
の
テ
マ
で
あ
り
ト
マ
ス
の
乱
の
中
心

128　（778）



九世紀前半ビザンツにおける皇帝権力（小林）

と
な
っ
た
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
に
は
、
先
述
し
た
フ
ォ
テ
イ
ノ
ス
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
彼
が
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
転
戦
し

た
後
は
恐
ら
く
、
レ
オ
ン
五
世
時
代
に
も
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
を
務
め
て
い
た
マ
ヌ
エ
ル
が
再
任
さ
れ
た
。
エ
ー
ゲ
海
沿
岸
部

の
テ
マ
・
ト
ラ
ケ
シ
オ
ン
で
は
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
治
世
末
期
に
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
聾
コ
ソ
ト
ミ
ュ
テ
ス
が
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
を
務
め

　
　
㊧

て
い
た
。
ト
ラ
ケ
シ
オ
ン
は
小
ア
ジ
ア
で
最
も
生
産
力
の
高
い
地
域
で
あ
る
と
同
時
に
、
ク
レ
タ
に
根
拠
を
置
い
た
ム
ス
リ
ム
勢
力
の
攻
撃
を

激
し
く
受
け
た
地
域
で
も
あ
る
。
後
に
シ
チ
リ
ア
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
転
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
彼
も
フ
ォ
テ
イ
ノ
ス

と
同
様
に
皇
帝
の
信
任
の
厚
い
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
情
報
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
な
ど
に
任
命
さ
れ
た
人
六
の
多
く
が
ミ
カ
エ
ル
鷲
谷
と
同
様

の
社
会
的
背
景
を
持
っ
た
人
女
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
分
析
し
て
き
た
よ
う
に
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
は
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
の
将
校
出
身

で
、
そ
の
出
自
も
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
低
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
人
々
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
章
で
触

れ
る
よ
う
に
、
マ
ヌ
エ
ル
は
パ
フ
ラ
ゴ
ニ
ア
に
所
領
を
持
つ
テ
マ
の
将
校
の
一
門
の
出
身
で
あ
る
。
オ
オ
リ
ュ
フ
一
，
ス
も
ス
ト
ラ
テ
…
ゴ
ス
に

任
命
さ
れ
る
前
か
ら
軍
隊
内
で
経
歴
を
重
ね
て
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。

　
最
も
特
徴
的
な
の
は
ヨ
ハ
ネ
ス
鮭
エ
キ
モ
ス
で
あ
る
。
彼
は
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
裕
福
な
家
出
身
の
人
物
で
あ
る
が
、
青
年
期
に
テ
マ
・
キ
ビ

ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
中
心
で
あ
る
ア
ッ
タ
レ
イ
ア
に
移
住
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
地
の
軍
司
令
官
の
目
に
留
ま
っ
て
引
き
立
て
ら
れ
、
エ
ク
・

プ
ロ
ソ
プ
ー
に
任
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ト
マ
ス
の
乱
後
に
は
皇
帝
ミ
野
心
ル
巡
幸
の
信
任
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
富
裕
な
家
の
出

身
で
あ
り
、
テ
マ
・
キ
ビ
ュ
ラ
イ
オ
タ
イ
の
将
校
と
し
て
勤
務
し
、
最
終
的
に
皇
帝
の
信
任
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
彼
の
経
歴
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

他
の
人
物
た
ち
に
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
、
ミ
カ
エ
ル
当
世
は
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
な
ど
の
地
方
の
要
職
に
は
自
ら
と
同
様
の
社
会
的
背
景
を
持
っ
た
人
々
を
登
用
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
皇
帝
に
忠
実
で
、
皇
帝
の
厚
い
信
任
を
受
け
た
人
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
逆
に
彼
ら
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
自

分
た
ち
と
出
自
を
同
じ
く
す
る
皇
帝
は
、
自
分
た
ち
の
利
害
を
代
表
す
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。

129　（779．　）



、
本
章
で
の
考
察
を
簡
単
に
小
括
し
て
お
き
た
い
。
　
．
　
　
　
　
’
　
．
　
　
　
　
　
　
、
、

　
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
は
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
の
将
校
出
身
で
あ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
ほ
ど
低
い
出
自
の
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
．
し
か
し
彼
が

皇
帝
で
あ
っ
た
九
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
、
中
央
政
府
内
で
高
い
地
位
を
占
め
る
高
官
や
高
位
保
持
着
た
ち
が
大
営
な
政
治
的
影
響
力
を
行
使
す

る
と
と
も
に
、
安
定
し
た
階
層
的
な
ま
と
ま
り
を
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
も
彼
ら
の
支
持
な
く
し
て
帝
位
に
つ
く
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
し
、
・
彼
ら
の
影
響
力
を
無
視
し
て
国
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
ミ
カ
エ
ル
隔
世
は
テ
マ
の
ズ
ト
．
ラ
テ
ー
ゴ
ス
に
自
分
た
ち
と
同
様
の
社
会
的
背
景
を
持
つ
．
人
々
、
す
な
わ
ち
テ
マ
の
将
校
た

ち
を
積
極
的
に
登
用
し
た
。
新
た
に
登
用
さ
れ
た
人
々
に
と
っ
て
、
皇
帝
は
自
分
た
ち
の
利
害
を
代
表
す
る
存
在
で
為
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
皇
帝

に
と
っ
て
も
信
任
で
き
る
存
在
た
り
え
た
の
で
あ
る
。

　
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
支
持
基
盤
と
な
っ
て
い
た
軍
事
力
は
、
首
都
の
高
官
や
高
位
保
持
者
に
対
抗
し
て
政
権
を
維
持
し
て
い
く
上
で
、
大
き
な

力
に
な
っ
た
。
し
か
し
軍
事
力
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
は
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
に
対
し
て
へ
強
力
な
統
制
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
つ
い
に
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
一
章
で
簡
単
に
触
れ
た
よ
う
に
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
高
官
や
高
位
保
持
老
た
ち
を
完
全
に
掌
握
し
な
が
ら
強
力
な
指
導
力
を
発
揮
し
て
い

る
こ
と
が
年
代
記
等
か
ら
着
取
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
と
そ
れ
以
前
の
時
代
と
の
大
き
な
差
異
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
状
態
が
、
な
に
ゆ
え
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
強
大
な
指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

た
要
因
を
、
中
心
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
従
来
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
「
公
正
さ
」
を
強
調
す
る
際
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
の

多
か
っ
た
資
料
等
も
再
検
討
し
つ
つ
分
析
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
考
察
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
、
中
心
的
な
問
題
と
な
る
の
は
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
と
の
関
係
で
あ
る
。
だ
が
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
政
情

に
は
内
軍
隊
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
特
に
前
章
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
は
テ
マ
の
幹
部
出
身
で
あ
っ
て
、
軍
と
の

関
わ
り
が
特
に
深
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
テ
オ
フ
ィ
戸
ス
の
時
代
の
政
治
構
造
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
軍
隊
と
の
関
係
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
ヨ
ハ
ネ
ス
ー
ー
グ
ラ
マ
テ
ィ
コ
ス
の
よ
う
な
教
会
関
係
者
な
ど
と
の
関
係
も
等
閑
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
本

章
で
は
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
と
、
テ
オ
フ
万
ロ
ス
の
周
囲
に
い
た
人
々
と
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
、
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
と
の
関
係
を
中
心

131 （781）



に
据
え
つ
つ
も
、
そ
れ
以
外
の
人
々
に
ま
で
視
野
を
広
げ
つ
つ
分
析
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（一

j
　
高
官
・
官
僚
機
構
と
の
関
係
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本
節
で
は
、
前
代
か
ら
引
き
継
い
だ
強
力
な
政
治
的
影
響
力
を
も
つ
高
宮
・
高
位
保
持
者
た
ち
に
対
し
て
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
前
章
で
も
触
れ
た
が
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
即
位
す
る
と
す
ぐ
に
、
元
老
院
議
員
を
集
め
て
裁
判
を
行
い
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
と
通
じ
て
レ
オ
ン

五
世
を
暗
殺
し
た
者
た
ち
を
処
刑
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
章
で
も
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、
レ
オ
ン
忌
垣
を
暗
殺
し
た
者
た
ち
が
高
い
身
分
の

人
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
、
皇
帝
と
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
の
関
係
を
み
る
上
で
も
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
高

官
・
高
位
保
持
者
た
ち
に
関
係
す
る
事
項
の
処
理
に
際
し
て
は
、
皇
帝
の
独
断
で
は
な
く
、
高
宮
た
ち
と
の
協
議
の
上
、
処
理
が
行
わ
れ
る
形

を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
措
置
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
皇
帝
と
し
て
の
存
在
理
由
を
危
う
く
し
か
ね
な
い
行
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
処
刑
さ
れ
る
直
前
に
、
「
我
々

が
陛
下
の
父
翼
に
加
担
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
現
在
の
陛
下
の
地
位
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
」
と
処
刑
さ
れ
た
者
た
ち
が
言
っ
た
と
す
る
『
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

メ
ォ
ン
年
代
記
』
の
記
述
に
端
的
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
父
の
ミ
影
印
ル
ニ

世
や
霞
ら
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
た
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
帝
位
に
つ
い
た
非
合
法
な
皇
帝
と
い
う
批
判
を
和
ら
げ
、
高
官
た
ち
の
支
持

を
強
固
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
措
置
は
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ー
ル
ド
ら
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
権
力
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、
テ
オ
フ
ィ
戸
ス
は
元
老
院
議
員
を
尊
重
す
る
態
度
を
日
頃
か
ら
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
年
代
記
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
の
こ
と
を
示
す
逸
話
が
他
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
没
す
る
際
、
枕
元
に
帝
国
の
主
だ
っ
た
人
卜
す
べ
て
を
呼
び
、
後
事
を
託
し
て

　
④
い
る
。
こ
う
し
た
行
動
を
と
っ
た
皇
帝
は
少
な
く
と
も
七
世
紀
以
降
に
は
全
く
い
な
い
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
常
に
高
官
た
ち
や
高
位
保
持
者
た
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ち
を
尊
重
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
好
例
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
国
政
の
実
務
に
積
種
的
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
、
高
官
た
ち
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
。
先
述
し

た
よ
う
に
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
毎
週
マ
グ
ナ
ウ
ラ
宮
殿
に
赴
い
て
自
ら
裁
判
を
主
宰
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
道
中
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
気
軽
に
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
人
女
か
ら
の
訴
え
を
取
り
上
げ
、
適
切
な
措
置
を
官
僚
や
高
官
た
ち
に
命
じ
て
と
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
積
極
的
に
行
政
に
関
与
し

た
皇
帝
は
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
史
上
で
も
珍
し
い
。
こ
う
し
た
行
動
は
彼
が
公
正
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
高
め
た
要
因
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
同

時
に
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
官
僚
や
高
官
た
ち
と
積
極
的
に
関
係
・
協
議
し
つ
つ
国
政
を
執
行
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
実
彼
の
時
代
に
は
、

高
官
の
み
な
ら
ず
比
較
的
序
列
の
低
い
官
僚
や
軍
人
ま
で
が
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
か
ら
直
接
命
を
受
け
て
政
治
に
関
与
す
る
例
が
比
較
的
多
く
看
取

　
　
⑥

で
き
る
。
例
え
ば
ス
パ
タ
君
臨
ン
デ
ィ
ダ
ト
ス
の
ペ
ト
ロ
ナ
ス
ー
カ
マ
テ
ロ
ス
は
、
黒
海
北
岸
の
カ
ザ
ー
ル
汗
国
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
功
で
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ロ
ト
ス
パ
タ
リ
オ
ス
に
昇
格
し
て
い
る
。
ま
た
イ
コ
ン
崇
拝
派
に
対
す
る
弾
圧
に
際
し
て
は
、
宙
官
と
並
ん
で
中
位
の
官
僚
た
ち
が
盛
ん
に
利

　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
娯
楽
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
演
劇
に
対
し
て
も
深
い
興
味
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
彼
は
学
問
や
建
築
活
動
に
も
深
く
興
味
を
見
い
だ
し
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
賦
グ
ラ
マ
テ
ィ
コ
ス
の
従
兄
弟
で
あ
っ
た
レ
オ
ン
閥
マ
テ
マ
テ
ィ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ス
が
マ
グ
ナ
ウ
ラ
宮
殿
で
高
等
教
育
を
開
始
し
た
の
も
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
命
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
結
果
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
に
は
、

高
官
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
堅
官
僚
層
な
ど
ま
で
も
が
皇
帝
と
直
接
接
触
す
る
こ
と
が
特
に
多
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

皇
帝
と
の
間
に
親
密
な
人
間
関
係
を
形
成
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
彼
に
先
行
す
る
皇
帝
よ
り
も
広
範
な

人
間
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
同
様
の
行
動
は
、
別
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
子
の
ミ
カ
エ
ル
三
世
も
行
っ
て
い
る
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
を
支
持
す
る
勢

力
の
中
核
は
高
官
の
み
な
ら
ず
中
堅
官
僚
層
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
時
代
と
同
様
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
も
ま
た
高
官
た
ち
の
み

な
ら
ず
中
堅
官
僚
層
に
ま
で
親
密
な
支
持
者
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
が
中
堅
官
僚
た
ち
と
親
密
な
人
間
関
係
を
形
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
際
に
活
用
し
た
の
は
、
競
馬
や
宴
会
な
ど
の
娯
楽
で
あ
っ
た
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
行
動
も
、
恐
ら
く
父
の
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
範
を
と
っ
て
の
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も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
要
す
る
に
、
テ
オ
フ
／
ロ
ス
は
高
官
た
ち
を
尊
重
し
つ
つ
政
治
を
行
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
官
た
ち
の
支
持
を
巧
み
に
獲

得
し
て
い
た
。
ま
た
積
極
的
に
国
政
に
参
画
し
た
り
、
娯
楽
や
文
化
活
動
噛
建
築
活
動
な
ど
に
も
精
力
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
官

や
高
位
保
持
者
の
み
な
ら
ず
官
僚
機
構
の
か
な
り
広
い
範
囲
に
、
皇
帝
と
親
密
な
人
間
関
係
を
持
っ
た
人
々
を
持
つ
に
い
た
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
彼
の
権
力
基
盤
を
支
え
る
人
的
資
源
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
と
っ
た
行
動
は
㍉
こ
う
し
た
点
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
テ
オ
フ
ィ
．
ロ
ス
は
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
に
対
す

る
皇
帝
の
優
位
を
確
立
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
積
極
的
な
方
策
を
も
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
軍
事
力
の
掌
握

　
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
め
政
権
を
強
力
に
支
え
て
い
た
要
因
と
し
て
看
過
で
き
な
い
要
素
が
あ
る
。
軍
事
力
で
あ
る
。
本
節
で
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
と

軍
隊
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

　
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ミ
野
牛
ル
ニ
世
は
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
の
幹
部
出
身
で
あ
る
と
同
時
に
、
レ
オ
ン
五
世
時
代
に
は
ド
メ
ス
テ
ィ
コ

ス
・
ト
ー
ン
・
エ
ク
ス
ク
ビ
ト
ー
ン
と
し
て
タ
グ
マ
タ
と
も
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
軍
隊
に
対
し
て
は
皇
帝
の
影
響
力
は
強
力

で
あ
っ
た
。

　
首
都
に
駐
屯
す
る
陸
軍
で
あ
る
タ
グ
マ
タ
は
「
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
以
降
、
次
第
に
帝
国
の
陸
軍
の
中
核
を
な
す
精
鋭
部
隊
と
し
て
の
役
割

を
強
め
、
ド
メ
ス
テ
ィ
コ
ス
・
ト
ー
ン
・
ス
コ
ロ
ー
ン
は
ビ
ザ
ン
ツ
陸
軍
の
総
司
令
宮
と
し
て
の
役
割
を
強
め
て
い
く
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
、

ド
メ
ス
テ
ィ
コ
ス
・
ト
ー
ン
・
ス
ゴ
ロ
ー
ン
に
は
マ
ヌ
エ
ル
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
よ
う
に
皇
后
の
テ
オ
ド
ラ

の
伯
父
で
あ
り
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
最
も
信
頼
す
る
側
近
の
一
人
で
あ
っ
た
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
マ
ヌ
エ
ル
の
子
た
ち
が
洗
礼
を
受
け
る
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

そ
の
代
父
と
な
っ
て
い
る
。
別
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
は
洗
礼
の
代
父
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
擬
制
的
な
血
縁
関
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⑭

係
が
形
成
さ
れ
、
強
力
な
親
密
さ
の
要
因
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
テ
ナ
フ
ィ
ロ
ス
の
と
っ
た
こ
の
行
動
は
、
マ
ヌ
エ
ル
と
の
親
密
な
関
係

を
傍
証
し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
行
使
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
も

示
し
て
い
る
。

　
ま
た
地
方
に
駐
屯
す
る
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
な
ど
の
幹
部
た
ち
と
も
親
密
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
な
、
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
マ
　
次
　
官

て
は
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
同
僚
で
あ
っ
た
人
々
が
こ
の
時
期
に
は
な
お
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
や
ト
ゥ
ル
マ
ル
ケ
ス
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

オ
フ
ィ
ロ
ス
の
強
力
な
支
持
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
ト
ゥ
ル
マ
ル
ケ
ス
と
な
っ
た
カ
リ
ス
ト
ス
態
メ
リ
ッ
セ
ノ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

よ
う
に
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
認
め
ら
れ
て
登
用
さ
れ
た
人
物
も
い
た
。
テ
マ
の
幹
部
た
ち
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
に
も
皇
帝
の
強
力
な
支
持

基
盤
で
あ
っ
た
と
考
え
ち
れ
る
。

　
海
軍
に
つ
い
て
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
に
関
し
て
は
資
料
が
な
く
、
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
恐
ら
く
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代

に
、
地
中
海
の
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
中
央
艦
隊
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
前
章
で
言
及
し
た
、
対
ク
レ
タ
遠
征
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
艦

隊
が
中
核
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
オ
オ
リ
ュ
フ
ァ
ス
が
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
の
初
期
に
対
ク
レ
タ
艦
隊
を
率
い
て
い
た
。
中

央
艦
隊
の
長
官
で
あ
る
ド
ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
・
ト
ゥ
ー
・
プ
ロ
イ
ム
ー
に
誰
が
任
命
さ
れ
て
い
た
か
は
確
言
で
き
な
い
も
の
の
、
テ
オ
7
イ
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
　
廷
　
　
護
　
　
衛

ス
治
世
の
初
期
に
オ
オ
リ
ュ
フ
ァ
ス
が
そ
の
任
に
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
彼
は
テ
オ
フ
ィ
β
ス
の
治
世
末
に
は
ド
ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
・
テ
i

　
　
長
　
　
　
官

ス
・
ビ
グ
ラ
ス
に
就
任
し
て
い
た
。
そ
し
て
ア
ッ
パ
ー
ス
朝
か
ら
投
降
し
て
き
た
ペ
ル
シ
ア
人
部
隊
の
長
官
で
あ
り
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
よ
っ

て
登
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
も
の
の
不
穏
な
行
動
を
繰
り
返
し
、
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
帝
位
継
承
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
て
い
た
テ
オ
フ
ォ
ボ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
暗
殺
に
参
加
し
て
い
る
。
彼
は
明
ら
か
に
テ
オ
フ
ィ
舜
ス
の
側
近
と
し
て
行
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
オ
オ
リ
ェ
フ
ァ
ス
は
ミ
カ
エ
ル
三
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

時
代
の
初
期
に
は
恐
ら
く
ド
ゥ
ル
ソ
ガ
リ
オ
ス
辱
ト
ゥ
ー
・
プ
ロ
イ
ム
ー
と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
遠
征
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
オ
オ
リ
ュ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
都
長
官

ア
ス
の
一
族
（
恐
ら
く
息
子
Y
で
あ
る
ニ
ケ
タ
ス
恥
オ
オ
リ
ュ
フ
一
、
ス
は
ミ
カ
エ
ル
三
世
時
代
に
エ
パ
ル
コ
ス
、
お
よ
び
ド
ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
駅

下
ウ
ー
∴
フ
ロ
イ
ム
ー
を
歴
任
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
オ
オ
リ
ュ
フ
ァ
ス
家
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
以
降
も
海
軍
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
続
け
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⑲

て
い
た
。

　
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
宮
廷
内
の
軍
事
力
を
も
活
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
宮
廷
内
の
軍
事
力
の
一
角
を
率
い
る
ド
ゥ
ル
ソ
ガ
リ
オ
ス
・
テ
ー
ス
．

ビ
グ
ラ
ス
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
三
人
の
人
物
は
、
み
な
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
側
近
た
ち
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
人
目
は
皇
后
テ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ド
ラ
の
兄
弟
で
あ
る
ペ
ト
ロ
ナ
ス
、
二
人
目
は
オ
オ
リ
ュ
フ
一
・
ス
で
あ
る
。
三
人
目
は
コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ス
臆
マ
ニ
ア
ケ
ス
で
あ
る
。
彼
は

ア
ル
メ
ニ
ア
出
身
で
、
人
質
と
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
か
ら
や
っ
て
き
た
時
に
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
認
め
ら
れ
て
登
用
さ
れ
た
。
彼
は
続
く
ミ
カ
エ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
世
時
代
に
も
皇
帝
の
側
近
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。
宮
廷
内
軍
事
力
と
し
て
ヘ
タ
イ
レ
イ
ア
が
設
置
さ
れ
た
の
も
恐
ら
く
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時

　
　
　
＠

代
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
首
都
及
び
そ
の
近
郊
に
駐
屯
す
る
陸
海
軍
、
及
び
地
方
の
テ
マ
の
指
導
者
た
ち
は
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
特
に
信
頼
を
置
く
人
女

に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
テ
マ
は
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
政
権
の
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
に
は
地
方
の
み
な
ら
ず
、
中
央
の
陸
海
軍
や
宮
廷
内
の
軍
事
力
も
ま
た
皇
帝
の
強
力
な
支
持
基
盤
と
化
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
帝
国
の
す
べ
て
の
軍
事
力
を
自
ら
の
強
力
な
影
響
下
に
お
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
強
力
な
軍
事
力

は
、
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
の
行
動
を
制
約
す
る
の
に
十
分
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
八
三
八
年
に
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
小
ア
ジ
ア
で
ア
ッ

パ
ー
ス
朝
に
壊
滅
的
な
敗
北
を
喫
し
て
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
側
近
の
軍
人
た
ち
の
多
く
が
戦
死
し
た
際
に
、
一
時
的
に
政
権
が
動
揺
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ー
ル
ド
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
政
権
維
持
に
と
っ
て
軍
の
持
つ
意
味
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
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（
三
）
　
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
の
構
成

　
資
料
が
少
な
い
た
め
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
中
央
行
政
職
構
内
の
枢
要
な
役
職
に
就
任
し
て
い
た
人
物
に
つ
い
て
は
、

か
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
中
央
行
政
機
構
内
で
も
特
に
重
要
性
が
高
い
二
つ
の
枢
要
な
役
職
で
あ
る
、

わ
ず
か
な
こ
と
し

　
外
　
　
務
　
　
・

ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
・



九世紀前半ビザンツにおける皇帝権力（小林）

　
通
　
　
僑
　
　
長
　
　
宮

ト
ゥ
ー
・
ド
ゥ
ロ
ム
ー
と
エ
パ
ル
コ
ス
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
る
人
物
が
比
較
的
多
い
。

　
中
央
行
政
機
構
を
こ
の
時
期
事
実
上
統
括
し
て
い
た
ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
・
ト
ゥ
ー
・
ド
ゥ
ロ
ム
ー
は
、
先
述
し
た
ヨ
ハ
ネ
ス
聡
ヘ
ク
サ
ブ
リ
オ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
か
ら
、
ミ
ェ
ロ
ン
を
経
て
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
に
替
わ
っ
て
い
る
。

　
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
は
前
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
レ
オ
ン
五
世
が
暗
殺
さ
れ
た
際
の
共
犯
者
の
一
人
で
あ
り
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
時
代
に
は

　
皇
帝
の
イ
ン
ク
董
管
理
長
宮

エ
ビ
・
ト
ゥ
ー
・
カ
ニ
ク
レ
イ
ゥ
ー
を
努
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
経
歴
か
ら
彼
は
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
や
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
最
大
の
側
近
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
る
。
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
は
八
五
五
年
に
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
、
ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
・
ト
ゥ
ー
・
ド
ゥ
ロ
ム
ー
の
地
位
を
維
持
し
た
。
テ
オ
ク
テ

ィ
ス
ト
ス
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
と
っ
て
、
最
も
信
頼
の
お
け
る
最
大
の
側
近
で
あ
っ
た
。
レ
オ
ン
早
世
の
暗
殺
に
参
加
し
た
人
物
の
中
で
、
彼

の
み
が
何
の
処
罰
も
受
け
ず
、
中
央
行
政
機
構
内
で
最
も
重
要
な
役
職
で
あ
る
ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
・
ト
ゥ
・
ド
ゥ
ロ
ム
ー
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
信
頼
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
窟
官
で
あ
り
、
他
の
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち

と
は
異
質
な
社
会
的
背
景
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
が
ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
・
ト
ゥ
ー
ド
ゥ
ロ
ム
ー
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
政
府
内
で
他
の
高
官
や
高
位
保
持
老
た
ち
が
行
使
で
き
る
政
治
的
影
響
力
も
制
約
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
彼
が
ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
・
ト
ゥ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

・
ド
ゥ
ロ
ム
ー
に
任
命
さ
れ
た
の
が
か
な
り
遅
い
こ
と
は
、
彼
に
対
す
る
他
の
高
官
や
高
位
保
持
填
た
ち
か
ら
の
反
発
が
か
な
り
大
き
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
事
実
、
後
に
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
が
暗
殺
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
は
、
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
と
の
対
立
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
エ
パ
ル
コ
ス
に
は
テ
オ
ド
ロ
ス
ー
ミ
ュ
ギ
ア
レ
ス
（
、
・
・
ユ
イ
ア
レ
ス
）
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
も
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
初
め
て
言
及
さ
れ

る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
時
代
に
エ
パ
ル
コ
ス
を
務
め
て
い
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
批
ミ
ュ
イ
ア
レ
ス
の
一
族
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
八
八
六
年
に
、
ミ
カ
エ
ル
三
世
を
暗
殺
し
た
バ
シ
レ
イ
オ
ス
一
世
に
対
す
る
陰
謀
に
参
加
し
た
ミ
ュ
イ
ア
レ
ス
も
、
彼
の
一
族
で
あ

ろ
う
。
ミ
ュ
イ
ア
レ
ス
の
一
族
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
か
ら
バ
シ
レ
イ
オ
ス
一
世
時
代
に
言
及
さ
れ
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
や
ミ
カ
エ
ル
三
世
時
代

に
枢
要
な
行
政
職
に
つ
い
た
人
物
を
輩
出
し
た
一
方
で
、
バ
シ
レ
イ
オ
ス
一
世
時
代
と
は
対
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
ミ
ュ
イ
ア
レ
ス
家
は
テ

オ
フ
ィ
ロ
ス
や
ミ
カ
エ
ル
三
世
に
深
く
信
頼
さ
れ
、
重
用
さ
れ
た
一
族
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
。
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7
0
　
法
　
長
　
富

　
そ
の
他
の
高
官
に
つ
い
て
は
、
サ
ケ
ラ
リ
オ
ス
は
な
お
レ
オ
ン
が
、
ク
ア
イ
入
ト
ル
は
エ
ウ
ス
タ
テ
ィ
オ
ス
ー
ー
モ
ノ
マ
コ
ス
が
務
め
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
モ
ノ
マ
コ
ス
家
は
八
世
紀
末
か
ら
資
料
に
現
れ
る
一
族
で
あ
る
。
ま
た
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
と
血
縁
関
係
を
持
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
⑳

可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
央
行
政
機
構
内
で
も
特
に
重
要
性
の
高
い
役
職
に
つ
い
て
は
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
自
ら
が
特
に
信
頼
を
置
く
人
物

を
任
じ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
こ
う
い
つ
た
人
事
は
、
一
気
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
サ
ケ
ラ
リ
オ

ス
の
レ
オ
ン
の
よ
う
な
、
前
代
か
ら
高
い
地
位
を
も
っ
て
い
た
人
々
を
も
重
用
し
て
い
る
。
ロ
ゴ
テ
テ
ー
ス
・
ト
ゥ
ー
・
ド
ゥ
ロ
ム
ー
へ
の
テ

オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
の
任
命
が
遅
く
な
っ
て
い
る
の
も
、
宙
官
で
あ
る
彼
へ
の
反
発
に
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
テ

オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
の
よ
う
に
異
質
な
存
在
を
要
職
に
任
じ
た
り
、
新
た
な
人
物
を
登
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
巧
み
な
人
材
登
用
を
行

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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（
四
）
　
婚
姻
関
係
の
形
成

　
テ
ナ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
に
政
府
内
で
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
人
々
の
多
く
に
確
認
で
き
る
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の

皇
后
と
な
っ
た
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
と
血
縁
関
係
を
も
っ
て
い
た
人
々
が
多
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
テ
オ
ド
ラ
は
テ
マ
・
パ
フ
ラ
ゴ
ニ
ア
の
エ
ビ
サ
と
い
う
地
の
出
身
で
あ
る
。
彼
の
父
の
マ
リ
ノ
ス
は
恐
ら
く
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
時
代
に
ト
ゥ
ル

マ
ル
ケ
ス
を
務
め
て
い
た
。
レ
オ
ン
五
世
・
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
時
代
に
ア
ナ
ト
リ
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
を
務
め
て
い
た
マ
ヌ
エ
ル
は
マ
リ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ス
の
兄
弟
で
、
テ
オ
ド
ラ
に
と
っ
て
は
伯
父
に
当
た
る
。
テ
オ
ド
ラ
は
花
嫁
コ
ン
ク
ー
ル
で
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
皇
后
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
の
候
補
は
、
帝
国
の
全
土
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
何
度
か
行
わ
れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
皇
后
に
選
ば
れ
た
女
性

は
例
外
な
く
地
方
の
有
力
家
門
の
出
身
で
あ
り
、
恐
ら
く
候
補
に
選
ば
れ
た
他
の
女
性
た
ち
も
み
な
地
方
の
有
力
家
門
の
出
身
者
だ
っ
た
ろ
う
。

テ
オ
ド
ラ
も
ま
た
例
外
で
は
な
い
。



（
薫
ノ
マ
）
R
鎖
悟
傭
ゆ
む
魯
2
躯
N
墨
勾
升
寝
禦
細
ぺ

　　　　　　コンスタンティノス5世
　　　　　　　　　　　　1　741－77s

エイレーネー　　　　レオン4世
797－eo2 @’@T　77s－7so

　　　　コ繍ンティノス6世丁マリア

　　　　　　　　　　　　　　　エウフロシユ不

　テオドシオス＝バブーツイコス
　　　　　　　パトリキオス

ミカ干ル2世・テオフィロス関係系図

フィラレトス．（パフラゴニア地方の蜜豪） ゲオルギオス　　　　　　　　　　　　　　♂
　　　　　　　　　　　　　　　アナトリコンのストラテーゴス

　　　　　　カタキュラス
　　　　　　　ノ．オブシキオンのコメス
　　　　　　ノ　　　　　／　　（ミカエル2世の従兄弟〉
　　　　！！　．

ミカエル2世　　　　　　　　　　　テクラ

　　820。829

テオフイロス；バブーッィ」ス
　　　　　，　ストラテーゴス
　　　　　1　　　　　　　　　　　　マヌエル
　　　　　｛　　　　　ドメステt＝ス・トーン・スコ・一ン

　　　　　：

コンスタンテイノス＝＝ソフィア
　　バブーツイコス
　　　パトリキオス

マリノス
パフラゴニアのトゥルマルケス

テオクティス
　　ゾステ・ノ

　　　　　　　　バルダス
　　　　　　　　パトリキオス

　　　　ミユロン
ロゴテテース・トゥー・ドゥロムー

　　　　　　i

　　　　　￥
．タラシオス　　ザカリァス
総大主教784・8ひ6

　　　ペトロナス
ドゥルンヴリ才ス・テース・ビグラス

エイ．
戟[ネー＝テオフォボス

　　レオン＝マテマティコス
　　　　　テッサロニケ府把教
　（ヨハネス＝1グラマティコスの従兄弟）

　　　　　　　　，
　　　　　　　　’
　　　　　　　　’
　　　　　　　　t
　　　　　　　　t
　　　　　　　　t
　　　　　　　　t

セ糊嶽「「エイレーネー

　　フォティオス
　言ゑ大ゴ三教858・8．67、S77・886

ヨハ不ス＝

　グラマティコス
総大主教837・8．13

テオドラ

ミカエル3世
　　842－867

アルサベルーカロマリア
マギストロス

テオフイロス
829－842

マリア＝アレクシオス＝ムセレ
　　　　　　　カイサル

コンスタンティノス＝コントミュテス
　　　　トラケシ才ンのストラテーーゴス

ステファノス＝

　　カロマリアス
　　マギストロス

　　　　　　　バルダス＝　　　　　＝＝＝9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　コントミュテス
　　　　　　　　　マギストロス

ゴシック体は皇帝，数字は在位年，点線は一族閨係

（①

曹p

g
）
　
㊦
o
り
H



　
テ
オ
ド
ラ
が
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
皇
后
と
な
る
と
同
時
に
、
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
が
中
央
政
府
内
に
大
量
に
進
出
し
て
く
る
。
マ
ヌ
エ
ル
は
ド
メ

ス
テ
ィ
コ
ス
・
ト
：
ン
・
ス
コ
ロ
ー
ン
に
就
任
し
た
。
ま
た
テ
オ
ド
ラ
の
兄
弟
た
ち
の
う
ち
、
ペ
ト
p
ナ
ス
は
ド
ゥ
ル
ン
ガ
リ
オ
ス
・
テ
ー
ス
・

ビ
グ
ラ
ス
に
就
任
し
て
い
る
。
バ
ル
ダ
ス
は
官
職
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
テ
オ
ク
テ
ィ
ス
ト
ス
と
と
も
に
ア
ブ
ハ

ジ
ア
遠
征
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
で
あ
る
セ
ル
二
軸
ス
開
ニ
ケ
テ
ィ
ア
テ
ス
も
マ
ギ
ス
ト
ロ
ス
と
し
て
政
権
内
で
重
き
を
な

　
⑫

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
注
目
す
べ
き
は
、
テ
オ
ド
ラ
の
姉
妹
た
ち
の
結
婚
し
て
い
る
相
手
で
あ
る
。
テ
ナ
ド
ラ
の
三
人
の
姉
妹
た
ち
の
う
ち
、
カ
ロ
マ
リ
ア
は
白
片

ネ
ス
臓
グ
ラ
マ
テ
ィ
コ
ス
の
兄
弟
の
ア
ル
サ
ベ
ル
と
結
婚
し
て
い
る
。
ま
た
ア
ル
サ
ベ
ル
の
姉
妹
の
エ
イ
レ
ー
ネ
ー
の
夫
の
セ
ル
ギ
オ
ス
は
八

世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
大
主
教
だ
っ
た
タ
ラ
シ
オ
ス
の
一
族
で
あ
る
。
そ
し
て
セ
ル
個
癖
ス
と
エ
イ
レ
ー
ネ

ー
の
結
婚
か
ら
、
ミ
カ
エ
ル
三
世
時
代
の
総
大
主
教
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
力
冒
マ
リ
ア
と
ア
ル
サ
ベ
ル
の
間
に
生
ま
れ
た

バ
ル
ダ
ス
は
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
～
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
ト
ラ
ケ
シ
オ
ソ
や
シ
チ
リ
ア
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
で
あ
っ
た
、
先
述
し
た
コ
ン
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ン
テ
ィ
ノ
ス
ー
コ
ン
ト
ミ
ュ
テ
ス
の
娘
と
結
婚
し
て
い
る
。
二
人
目
の
エ
イ
レ
ー
ネ
ー
は
先
述
し
た
テ
オ
フ
ォ
ボ
ス
と
結
婚
し
て
い
る
。
三
人

図
の
エ
イ
レ
ー
ネ
ー
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
ー
バ
ブ
ー
ツ
ィ
コ
ス
と
結
婚
し
て
い
る
。
パ
ブ
：
ツ
ィ
コ
ス
家
も
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
初
め

て
資
料
に
現
れ
る
家
門
で
あ
る
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
n
バ
ブ
ー
ツ
ィ
コ
ス
が
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
を
務

め
て
い
て
、
八
三
八
年
の
対
ム
ス
リ
ム
戦
で
の
敗
北
の
時
に
捕
虜
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
テ
オ
ド
シ
オ
ス
u
バ
ブ
ー
ツ
ィ
コ
ス
は
八
三
九
年
に

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
八
八
六
年
の
陰
謀
に
参
加
し
て
い
た
者
の
中
に
バ
ブ
ー
ツ
ィ
コ

ス
な
る
者
が
確
認
で
き
る
。
バ
ブ
ー
ツ
ィ
コ
ス
家
も
ミ
ュ
イ
ア
レ
ス
家
や
オ
オ
リ
ュ
フ
ァ
ス
家
と
同
様
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
や
ミ
カ
エ
ル
三
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

よ
っ
て
登
用
さ
れ
、
彼
ら
に
忠
実
な
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
彼
女
た
ち
は
恐
ら
く
、
み
な
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
治
世
に
結
婚
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
テ
オ
ド
ラ
の
姉
妹
た
ち
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス

に
よ
っ
て
結
婚
相
手
を
決
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
バ
ブ
ー
ツ
ィ
コ
ス
家
や
ヨ
ハ
ネ
ス
飢
グ
ラ
マ
テ
ィ
コ
ス
の
一
族
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な
ど
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
か
ら
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
に
新
た
に
頭
角
を
現
し
て
き
た
一
族
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
う
し
た
一
族

か
ら
さ
ら
に
婚
姻
関
係
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
テ
ナ
フ
ィ
ロ
ス
は
皇
后
の
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
を
利
用
し
て
、
自
ら

が
信
を
置
い
て
い
る
人
々
と
活
発
に
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
前
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
ク
ア
イ
ス
ト
ル
を
務
め
て
い
た
エ
ウ
ス
タ
テ
ィ
オ
ス
ほ
モ
ノ
マ
コ
ス
も
、
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
と
の
血

縁
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
一
方
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
と
直
接
血
縁
関
係
を
持
っ
て
い
た
人
物
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
娘
の
マ
リ
ア
が
ア
レ
ク
シ
オ
ス
輩
ム

セ
レ
と
結
婚
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
唯
一
の
例
で
あ
る
。
同
名
の
人
物
が
八
世
紀
末
や
一
〇
世
紀
前
半
に
も
高
い
地
位
を
持
っ
た
人
物
と

し
て
資
料
に
現
れ
る
。
ム
セ
レ
家
は
八
世
紀
宋
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
重
要
な
地
位
を
歴
任
し
た
一
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
レ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

シ
オ
ス
皿
ム
セ
レ
は
ミ
カ
エ
ル
三
世
が
八
四
〇
年
に
産
ま
れ
る
ま
で
テ
オ
フ
ィ
p
ス
の
後
継
者
と
目
さ
れ
、
カ
イ
サ
ル
位
を
持
っ
て
い
た
。

　
ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
マ
ヌ
エ
ル
の
子
た
ち
の
洗
礼
の
代
父
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
と
の
擬
制
的
な
血

縁
関
係
を
形
成
さ
せ
、
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
た
だ
ろ
う
。

　
本
節
で
の
考
察
か
ら
、
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
を
結
節
点
と
し
て
血
縁
関
係
を
媒
介
と
し
た
親
族
関
係
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
を
通
じ
て
皇
帝
一
門
や
パ
ブ
ー
ツ
ィ
コ
ス
家
、
コ
ン
ト
ミ
ュ
テ
ス
家
、
総
大
主
教
ヨ
ハ
ネ
ス
ー
グ
ラ
マ

テ
ィ
コ
ス
の
一
族
、
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
の
一
族
な
ど
が
結
び
つ
き
、
広
範
な
「
皇
帝
一
門
」
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
無

論
偶
然
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
意
図
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
結
び
つ
き
の
多
く
が
、
バ
ブ
ー
ツ
ィ
コ
ス
家
の
よ
う
に
テ
マ
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
一
門
に
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
彼
ら
は
前
章
で
詳
し
く
分
析
し
た
よ
う
に
、
テ
マ
の
幹
部
出
身
の
一
門
で
あ
り
、
皇
帝
と
同
様
の
社
会
的
背
景
を

持
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
親
族
関
係
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
は
、
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
幹
部
即
身
老
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
政
権
を
強

化
す
る
た
め
に
、
効
果
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
マ
ヌ
エ
ル
の
子
ら
に
対
し
て
の
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
行
動
の
よ
う
に
、
擬
制
的
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な
血
縁
関
係
も
駆
使
さ
れ
て
い
る
。

　
親
族
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
幹
部
出
身
者
に
対
し
て
の
み
で
は
な
く
、
中
央
の
家
門
と
も
形
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

ヨ
ハ
ネ
ス
龍
グ
ラ
マ
テ
ィ
コ
ス
の
｝
族
に
特
徴
的
な
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
家
門
は
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
・
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス

時
代
に
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
一
族
が
中
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ミ
三
八
ル
ニ
世
や
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
よ
っ
て
登
用
さ
れ
た
新
興
勢
力
が

中
心
で
あ
り
、
既
存
の
高
官
た
ち
の
勢
力
た
ち
と
は
一
線
を
画
す
る
、
皇
帝
に
忠
実
な
新
た
な
集
団
の
中
央
政
府
内
で
の
強
化
に
大
き
く
資
し

た
の
で
あ
る
。
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（
五
）
小

括

　
本
章
で
の
考
察
の
結
果
を
総
括
し
て
い
き
た
い
。

　
前
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
父
の
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
の
政
権
は
、
自
ら
と
出
自
を
同
じ
く
す
る
テ
マ
の
幹
部
た
ち
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た

政
権
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
中
央
に
お
け
る
皇
帝
の
支
持
基
盤
は
き
わ
め
て
脆
弱
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
強
力
な
権
力
を
行
使

す
る
た
め
に
は
中
央
に
お
け
る
皇
帝
の
統
制
力
を
回
復
さ
せ
て
、
大
き
な
発
言
力
を
持
つ
に
い
た
っ
て
い
た
高
官
や
高
位
保
持
干
た
ち
の
発
言

力
を
制
限
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
困
難
な
課
題
を
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
巧
み
に
実
現
し
て
い
っ
た
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
政
治
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
皇

帝
に
は
例
を
見
な
い
ほ
ど
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
特
に
即
位
直
後
の
、
レ
オ
ン
五
世
の
暗
殺
者
の
処
刑
は
き

わ
め
て
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
自
ら
の
一
族
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
か
ち
な
る
元
老
院
を
尊
重
し
な
が
ら
政
治
を
す
す
め
て
い
く
、
と
い
う

姿
勢
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
も
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
元
老
院
を
尊
重
す
る
と
い
う
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
姿
勢
は
、
治
世
を
通
じ
て
不
変
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
の
好
感
を
獲
得
す
る
の
に
資
し
た
。
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そ
の
一
方
で
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
高
官
や
高
位
保
持
老
た
ち
の
発
言
力
を
制
約
す
る
た
め
の
行
動
を
も
進
め
た
。
ま
ず
軍
事
力
は
完
全
に
テ

ォ
フ
ィ
ロ
ス
の
強
力
な
影
響
下
に
あ
っ
た
。
特
に
首
都
や
そ
の
近
郊
に
常
駐
す
る
タ
グ
マ
タ
や
中
央
艦
隊
、
宮
廷
内
で
皇
帝
に
直
属
す
る
軍
事

力
が
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
強
力
な
支
持
基
盤
に
な
っ
た
こ
と
は
、
軍
事
力
に
対
し
て
深
い
利
害
関
係
を
持
た
な
い
首
都
の
高
官
や
高
位
保
持
者
た

ち
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
と
な
り
、
皇
帝
に
対
し
て
不
穏
な
行
動
を
と
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。

　
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
支
持
基
盤
は
軍
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
高
官
や
高
位
保
持
老
た
ち
の
牙
城
た
る
中
央
行
政
機
構
に
も
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
手

は
及
ん
だ
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
例
を
見
な
い
ほ
ど
積
極
的
に
政
治
に
参
画
し
、
高
官
の
み
な
ら
ず
中
堅
官
僚
た
ち
と
も
親
密
な
関
係
を
結
ん
で

い
た
。
ま
た
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
親
密
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
競
馬
な
ど
の
娯
楽
や
、
文
化
活
動
、
そ
し
て
建
築
活
動
な
ど
を

も
駆
使
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
手
法
は
ミ
カ
エ
ル
三
世
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

　
前
章
で
分
析
し
た
よ
う
に
中
央
の
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
は
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
皇
帝
と
い
え
ど
も
彼
ら
に
対
し
て

絶
対
的
な
命
令
権
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代
に
は
、
中
央
行
政
機
構
内
で
新
た
な
人
材
が
か
な
り

多
く
登
用
さ
れ
て
い
る
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
は
中
央
行
政
機
構
内
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
人
物
は
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
と
親
密

な
人
間
関
係
を
持
ち
、
信
頼
で
き
る
人
々
へ
と
替
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
う
し
た
変
化
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
一
気
に
行
わ
れ
た

の
で
は
な
く
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
時
代
の
後
半
か
ら
士
女
に
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
や
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
、
自
己
の
意
図
に

忠
実
な
人
材
を
補
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
官
や
高
位
保
持
老
た
ち
の
交
代
・
刷
新
を
漸
進
的
に
行
い
、
自
ら
の
政
権
基
盤
を
強
固
に
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
新
た
に
登
用
さ
れ
た
人
々
は
、
恐
ら
く
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
に
特
徴
的
な
よ
う
に
、
か
な
り
高
い
社
会
的
背
景
を
持
っ
た
、
地
方
で
は
有
力
な

家
門
の
出
身
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
章
で
検
討
し
た
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
に
忠
実
な
集
団
を
形
成
し
た
テ
マ
の
幹
部
た
ち
と
同

様
の
社
会
的
背
景
を
持
っ
た
人
々
で
あ
る
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
や
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
自
身
、
彼

ら
と
同
様
に
小
ア
ジ
ア
の
有
力
者
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
新
た
に
登
用
さ
れ
た
人
々
は
ミ
カ
エ
ル
幽
幽
や
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
と
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同
様
の
社
会
的
背
景
を
も
っ
て
い
た
人
女
で
あ
り
、
か
つ
て
の
同
僚
で
も
あ
っ
た
。
皇
帝
は
信
頼
で
き
る
側
近
と
し
て
地
方
の
有
力
者
た
ち
を

捉
え
、
中
央
政
府
の
メ
ン
バ
ー
の
補
充
の
際
に
彼
ら
を
好
ん
で
登
用
し
た
。
そ
の
一
方
で
地
方
の
有
力
者
た
ち
は
皇
帝
を
自
ら
の
利
害
の
代
弁

者
と
し
て
捉
え
、
皇
帝
の
忠
実
な
側
近
に
な
る
こ
と
で
自
ら
の
社
会
的
地
位
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
や
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の

政
権
は
、
小
ア
ジ
ア
の
テ
マ
幹
部
出
身
者
に
よ
る
連
合
政
権
と
し
て
の
性
格
も
色
濃
く
も
っ
て
い
る
。

　
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
血
縁
関
係
を
も
括
撰
し
た
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は
政
権
の
強
化
の
た
め
に
、
血
縁
関
係
を
利
用
し
た
親
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
た
。
そ
の
際
に
結
節
点
と
な
っ
た
の
は
、
皇
后
の
テ
オ
ド
ラ
の
】
族
で
あ
っ
た
。
テ
オ
ド
ラ
の
一
族
を
通
じ
て
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
は

多
く
の
家
門
と
の
血
縁
関
係
を
構
築
し
た
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
血
縁
関
係
を
主
に
構
築
し
た
の
は
、
ミ
カ
エ
ル
ニ
世
・
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
時
代

に
新
た
に
頭
角
を
現
し
て
き
た
一
族
が
中
心
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
ら
と
同
様
の
社
会
的
背
景
を
持
っ
た
人
々
が
中
心
な
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
皇
帝
の
信
頼
す
る
人
物
た
ち
は
中
央
政
府
内
に
お
い
て
安
定
し
た
地
位
を
確
立
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
行
動
を
行
え
た
背
景
と
し
て
、
皇
帝
権
力
と
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
と
の
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
章
で

述
べ
た
よ
う
に
、
八
世
紀
末
以
降
、
高
官
た
ち
は
次
第
に
独
自
性
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
の
政
治
的
影
響
力
の
源
泉
が
中

央
行
政
機
構
で
あ
る
限
り
、
彼
ら
は
皇
帝
権
力
に
全
く
依
存
し
な
い
、
独
自
の
集
団
と
し
て
の
行
動
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ

ち
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
は
皇
帝
権
力
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
存
在
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
皇
帝
権
力
が
動
揺
し
て
い
た
時
期
に
は
大
き

な
政
治
的
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
た
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
も
、
政
情
が
安
定
し
て
皇
帝
権
力
の
動
揺
が
収
ま
る
に
つ
れ
、
独
自
の
発
言
力

を
後
退
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
意
味
で
、
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
お
け
る
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
の
発
言
力
の
強
さ
は
、
弱
体
化
し
て

い
た
皇
帝
権
力
に
代
わ
っ
て
中
央
の
優
位
を
維
持
す
る
た
め
前
面
に
出
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
か
く
し
て
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
即
位
以
前
に
は
皇
帝
権
力
を
制
約
す
る
存
在
で
あ
っ
た
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
を
皇
帝
の
強
力
な
支
持
基
盤
へ

と
作
り
か
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
特
に
テ
オ
フ
ィ
舜
ス
に
よ
っ
て
新
た
に
登
用
さ
れ
た
人
々
は
皇
帝
権
力
に
依
存
す
る
傾
向
が

強
く
、
皇
帝
の
発
言
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、
地
方
の
有
力
者
た
ち
を
中
央
政
府
内
へ
取
り
こ
み
、
中
央
政
府
の
政
治
的
実
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力
を
強
化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
つ
た
の
で
あ
る
。
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た
際
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妹
た
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ま
だ
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婚
で
き
る
年
齢
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

　
る
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⑳
　
八
世
紀
末
の
人
物
は
テ
マ
・
テ
ル
メ
ニ
ア
コ
ン
の
ス
ト
ラ
テ
ー
ゴ
ス
。
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五
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
八
四
二
年
、
三
〇
歳
余
り
で
テ
オ
フ
ィ
」
ロ
ス
は
没
し
た
。
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
後
を
継
い
だ
の
は
わ
ず
か
二
歳
の
息
子
、
ミ
カ
エ
ル
三
世
で
あ

っ
た
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
は
治
世
前
半
は
母
親
の
テ
オ
ド
ラ
の
摂
政
下
、
そ
し
て
治
世
の
後
半
は
テ
オ
ド
ラ
の
兄
弟
で
叔
父
に
当
た
る
バ
ル
ダ
ス

と
と
も
に
、
政
治
を
行
っ
た
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
は
『
続
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
年
代
記
』
な
ど
の
年
代
記
で
は
暗
愚
な
君
主
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
実
際
に
は
蓮
華
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
特
に
大
き
な
失
政
も
な
く
九
世
紀
中
盤
の
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
を
主
導
し
て
い
た
。
実
際
、
ミ

カ
エ
ル
三
世
の
二
五
年
の
治
世
の
間
に
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
そ
の
後
の
展
開
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
政
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
。
八
四
三
年
の
イ
コ
ン
崇
拝
の
復
活
は
テ
オ
ド
ラ
の
主
導
の
も
と
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
八
六
三
年
の
小
ア
ジ
ア
東
部
戦
線
で
の

対
ム
ス
リ
ム
戦
の
大
勝
、
八
六
四
年
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
改
宗
と
そ
れ
に
前
後
す
る
ス
ラ
ヴ
人
へ
の
布
教
活
動
、
ロ
ー
マ
教
会
と
の
対
立
（
い
わ

ゆ
る
「
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス
の
シ
ス
吻
、
」
）
な
ど
は
、
ミ
カ
エ
ル
三
世
が
自
ら
主
導
し
て
政
策
を
進
め
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
ミ
カ
エ
ル
蓋
世
時

代
に
ム
ス
リ
ム
に
奪
わ
れ
た
地
中
海
の
制
海
権
奪
回
の
た
め
、
海
軍
力
が
急
速
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
も
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
時
代
で
あ
る
。
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文
化
的
に
も
建
築
活
動
や
著
作
活
動
が
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
時
代
に
ま
し
て
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
時
代
に
は
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

情
が
安
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
、
本
稿
で
考
察
を
行
っ
た
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
の
行
動
と
、
彼
の
築
き
上
げ
た
成
果

が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ミ
カ
エ
ル
三
世
は
叔
父
の
バ
ル
グ
ス
や
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
大
主
教
の
フ
ォ
テ
ィ
オ
ス

ら
と
と
も
に
政
治
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
彼
ら
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
に
よ
っ
て
皇
帝
一
門
に
組
み
込
ま
れ
た
人
女
で
あ
る
。
事

実
別
霜
で
も
考
察
し
た
よ
う
に
、
ミ
カ
エ
ル
三
世
は
高
官
た
ち
と
緊
密
な
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
・
維
持
し
つ
つ
、
安
定
し
た
政
権
を
現
出
さ

せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
政
権
の
あ
り
方
は
、
実
は
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
父
親
の
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
が
構
築
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
ミ

カ
エ
ル
は
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
か
ら
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
引
き
継
ぎ
、
維
持
し
な
が
ら
多
く
の
政
治
的
成
果
を
積
み
上
げ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
と
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
時
代
は
皇
帝
と
高
官
・
高
位
保
持
老
た
ち
の
関
係
は
き
わ
め
て
安
定
し
、
両
者
が
密
接

に
連
関
し
つ
つ
、
安
定
し
た
政
治
体
制
を
現
出
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
地
方
の
有
力
老
た
ち
と
皇
帝
の
結

び
つ
き
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
地
方
の
有
力
老
た
ち
を
中
央
政
府
へ
取
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
に
対
す
る
中
央
政
府
の
優
越

を
一
層
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
い
て
は
中
央
集
権
的
皇
帝
専
制
体
欄
は
ま
さ
に
彼
ら
の
時
代
、

九
世
紀
巾
盤
に
頂
点
に
達
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
体
制
が
由
三
帝
と
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
と
の
親
密
か
っ
強
力
な
ネ
ヅ
ト
ワ
ー

ク
、
及
び
地
方
に
対
す
る
中
央
の
優
越
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
高
官
や
高
位
保
持

猛
た
ち
が
政
治
的
実
力
の
源
泉
と
し
て
い
た
の
は
中
央
行
政
機
構
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
八
世
紀
後
半
以
降
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
は
急
速

に
政
治
的
影
響
力
を
増
大
さ
せ
、
九
世
紀
初
頭
に
は
皇
帝
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
力
を
行
使
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
中
央
行

政
機
構
が
皇
帝
を
頂
点
と
し
、
皇
帝
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
以
上
、
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
に
と
っ
て
も
強
力
で
安
定

し
た
皇
帝
権
力
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。
高
官
や
高
位
保
持
者
た
ち
は
な
お
、
皇
帝
権
力
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
成
立
し
う
る
存
在
で
は
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な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
九
世
紀
初
頭
の
よ
う
に
皇
帝
権
力
が
不
安
定
で
、
動
揺
を
繰
り
返
し
て
い
た
時
代
に
は
高
官
や
高
位
保
持
看
た
ち
は
大

き
な
政
治
的
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に
は
ビ
ザ
ソ
ツ
国
家
そ
れ
自
体
が
動
揺
し
て
い
る
。
帝
国
の
安
定
の
た
め
に
は
、

皇
帝
と
高
官
∴
局
位
保
持
者
た
ち
の
密
接
な
結
び
つ
き
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
ミ
カ
エ
ル
三
世
が
暗
殺
さ
れ
、
バ
シ
レ
イ
オ
ス
一
世
が
即
位
し
て
以
降
は
皇
帝
と
高
宮
た
ち
、
そ
し
て
中
央
と
地
方
と
の
こ
の
よ
う
な

関
係
は
、
次
第
に
崩
壊
を
始
め
て
い
く
。
九
世
紀
末
以
降
、
皇
帝
と
高
官
・
高
位
保
持
者
た
ち
の
関
係
、
さ
ら
に
は
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
政
治
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

配
層
と
政
治
体
制
は
根
本
的
な
変
化
を
経
験
し
始
め
る
。
そ
れ
ゆ
え
テ
オ
フ
ィ
ロ
ス
と
ミ
カ
エ
ル
三
世
の
時
代
は
、
皇
帝
と
高
官
・
高
位
保
持

老
た
ち
の
関
係
が
最
も
安
定
し
た
時
代
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
両
者
が
支
え
て
い
た
申
央
集
権
的
皇
帝
専
制
体
制
が
最
も
安
定
し
て
機
能
し

た
時
代
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
九
世
紀
中
盤
は
、
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
政
治
体
制
の
中
で
、
一
つ
の
頂
点
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
前
掲
拙
稿
門
、
ミ
カ
エ
ル
三
世
と
『
従
者
団
』
」
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
九
世
紀
末
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
捌
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。
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The　Reconstitution　of　Byzantine　lmperial　Authority

　　　　　under　the　Reign　of　Theophilus　（829－842）

by

KoBAyAsHi　lsao

　　Until　the　accession　of　the　Emperor　Theophilus，　The　Byzantine　Empire

was　wracked　with　instability　as　center　vied　with　periphery　for　autho－

rity，　and　high－ranking　oMcials　increased　their　powers　under　the　reign

of　a　series　of　short－lived　emperors．　Although　rulng　for　a　rather　short

period　of　time，　Theophilus　established　a　stable　and　enduring　political

system．

　　Theophilus　was　able　to　exercise　authority　in　the　provinces　by　relying

upon　continuing　contacts　with　provincial　elites，　dating　back　to　his　father，

Michad　II　（820－9），　who　was　of　provincial　origins．　Theophilus　was　also

able　to　counter　the　entrenched　power　of　ranking　oMcials　by　promoting

provincial　elites　into　the　central　bureaucracy．　By　establishing　kinship

ties　with　these　newly－prometed　elites，　Theophilus　not　only　dominated

the　central　govemment，　but　achieved　extensive　provincial　influence　as

weli，　which　paved　the　way　for　political　stabiiity　in　Byzantium．

（816）




